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NPO法人 古江わくわくまちおこし
　

少
子
高
齢
化
が
著
し
く
進
む
古
江
地

域
で
は
、
運
転
免
許
を
返
納
し
た
高
齢

者
が
増
え
て
お
り
、
さ
ら
に
令
和
２
年

に
日
用
品
を
購
入
で
き
る
小
売
店
「
み

な
と
市
場
」
が
閉
店
し
た
こ
と
で
、
買

物
弱
者
が
多
く
出
ま
し
た
。
ま
た
増
え

続
け
る
空
き
家
問
題
な
ど
地
域
の
課
題

も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
地
域
で
解
決
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
５
年
６
月

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
江
わ
く
わ
く
ま
ち
お

こ
し
を
設
立
。
基
本
理
念
は
、【
オ
ー

ル
古
江
で
取
り
組
む
、
特
色
あ
る
地
域

資
源
を
活
か
し
た
、「
み
な
と
ま
ち
」

づ
く
り
】
で
、
町
内
会
や
鹿
屋
市
漁
業

協
同
組
合
な
ど
と
共
に
、
古
江
地
域
の

生
活
を
守
り
、
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲�11月２日に開催された第１回ふるえ海

祭り（カンパチつかみ取り）の様子

地
元
の
生
活
を
守
り
、

未
来
に
つ
な
げ
る

　

買
物
弱
者
を
守
る
た
め
に
、
令
和
４

年
８
月
に
「
古
江
み
な
と
市
場
」
を
開

店
し
ま
し
た
。
「
買
物
が
と
て
も
楽
に

な
っ
た
」
と
地
域
住
民
に
喜
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
高
速
船
観
光
客
の

受
け
入
れ
や
町
内
会
管
理
に
よ
る
空
き

家
バ
ン
ク
の
登
録
、
名
産
で
あ
る
か
の

や
カ
ン
パ
チ
を
活
用
し
た
カ
ン
パ
チ
せ

ん
べ
い
の
商
品
開
発
等
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
古
江
が
持
っ
て
い
る
力
を

引
き
出
せ
れ
ば
も
っ
と
魅
力
的
な
地
域

に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

古
江
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に

は
時
間
を
要
し
ま
す
が
、
次
の
世
代
に

つ
な
げ
る
た
め
に
、
少
し
ず
つ
で
も
、

オ
ー
ル
古
江
の
力
で
確
実
に
結
果
を
出

し
な
が
ら
、
ま
ち
お
こ
し
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
で
も
確
実
に

結
果
を
出
し
て
い
く

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

古
江
わ
く
わ
く
ま
ち
お
こ
し

東ひ
が
し 

明あ
き
ら　
副
理
事
長

Close-up
クロース アッフ ！クロース アッフ ！
かのやの「ヒト」にかのやの「ヒト」に
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鹿屋市制施行 20周年
　
「
鹿
屋
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
」

を
挙
行
す
る
に
あ
た
り
、
公
私
と
も
に

ご
多
忙
の
中
、
市
内
外
か
ら
各
界
各
層

に
わ
た
り
、
多
数
ご
臨
席
を
賜
り
、
こ

の
よ
う
に
盛
大
に
お
祝
い
で
き
ま
す
こ

と
を
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
鹿
屋
市
、
輝
北
町
、
串
良

町
、
吾
平
町
が
合
併
し
、
現
在
の
鹿
屋

市
が
平
成
18
年
１
月
１
日
に
誕
生
し
ま

し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
歴
史
、

文
化
、
伝
統
を
融
合
さ
せ
、
新
た
な
価

値
を
創
造
し
な
が
ら
、
今
日
ま
で
発
展

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
先
人
た
ち
の
功

績
に
、改
め
て
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
と
、
台
風
・

豪
雨
に
よ
る
大
規
模
な
風
水
害
、
サ
ツ

マ
イ
モ
基
腐
病
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
発
生
、
３
年
に
及
ぶ
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
な
ど
、

様
々
な
危
機
に
も
直
面
し
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
都
度
、
関
係
者
や
多
く
の
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ
り

克
服
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
52
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

「
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し
ま
大
会
」、

本
市
の
出
品
牛
が
最
高
賞
を
獲
得
し
鹿

児
島
県
が
２
連
覇
し
た
「
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
」、
大
隅
半
島
か
ら
初
と
な

る
「
鹿
屋
中
央
高
校
の
夏
の
甲
子
園
出

場
」、「
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
の

開
催
」
な
ど
、
熱
気
と
歓
喜
に
包
ま
れ

た
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
こ
の
10
年
、
地
方
創
生
の

実
現
に
向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ど
も
ま
ん
な

か
社
会
の
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
等
を
支
え
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
や
地
域
で
の
支
え
合
い
な

ど
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
で
、
心
豊

か
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

鹿
屋
女
子
高
校
の
新
校
舎
の
整
備
な

ど
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
、

ま
た
、
小
中
学
校
に
お
け
る
グ
ロ
ー
カ

ル
な
人
材
を
育
成
す
る
英
語
教
育
の
充

実
な
ど
の
ほ
か
、
地
域
で
こ
ど
も
た
ち

を
育
む
寺
子
屋
の
運
営
に
も
関
係
者
の

協
力
を
得
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
が
立
地
し
て
い
る
優

位
性
を
生
か
す
と
と
も
に
、
日
本
有
数

の
規
模
を
誇
る
か
の
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
や
平
和
公
園
屋
内
練
習
場
な

　
令
和
７
年
10
月
18
日
、
鹿
屋
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
の
式
辞
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問 

市
総
務
課　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
９
４-

31-

１
１
２
７

November  2025 ｜ 4



ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
を
図
り
、

大
学
や
ス
ポ
ー
ツ
関
連
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
」
を
推
進

し
、ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
大
会
誘
致
、ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活

性
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
少
子
高
齢
化
対
策
は
も
と

よ
り
、
こ
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環

境
の
整
備
や
教
育
の
充
実
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
鹿
屋

に
誇
り
や
愛
着
を
も
て
る
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
を
醸
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産

業
に
つ
い
て
は「
第
２
次
か
の
や
農
業
・

農
村
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
担

い
手
の
確
保
・
育
成
、
生
産
基
盤
の
強

化
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
、
販
路
拡

大
、
地
域
６
次
産
業
化
、
食
品
加
工
業

の
誘
致
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
肝
属
中
部
地
区
畑
地
か
ん
が
い

施
設
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
水
を

生
か
し
た
付
加
価
値
の
高
い
農
業
の
展

開
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

食
料
の
安
定
的
な
供
給
と
持
続
可
能
な

「
農
の
ま
ち 

か
の
や
」
を
目
指
し
、
農

林
水
産
業
の
振
興
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　

長
年
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
東
九
州

自
動
車
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
鹿
屋

串
良
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
志
布
志
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
が
開
通
し
、
広

域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
る

な
ど
、
さ
ら
な
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
は
、
戦
後
80
年
と
い
う
節
目
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。
戦
争
の
記
憶
が
薄

れ
て
い
く
中
、
戦
争
の
歴
史
的
背
景
を

有
す
る
ま
ち
と
し
て
、
戦
跡
の
保
存
・

活
用
や
、
平
和
学
習
ガ
イ
ド
の
育
成
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、
過
去
の

教
訓
を
も
と
に
平
和
の
尊
さ
を
若
い
世

代
へ
繋
い
で
い
き
ま
す
。

　

本
市
は
、
大
隅
半
島
の
中
心
都
市
と

し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。 

こ
れ
か
ら
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
が
加
速
度
的
に
進
む
中
、
地
域

課
題
の
解
決
や
地
域
の
資
源
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
広
域
的
な
連
携

を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
大
隅
総
合

開
発
期
成
会
な
ど
を
通
じ
て
、
関
係
自

治
体
と
連
携
、
協
力
し
、
と
も
に
発
展

す
る
道
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
本
市

の
発
展
に
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

鹿
屋
市
長　

中
西　

茂

鹿屋市制施行20周年を祝う

特
　
集

▲当日の様子を動画で
　視聴できます。

祝

鹿屋市制施行 20 周年記念
作文コンクール「未来へのメッセージ」
表彰者
最優秀賞　向

むこう
原
はら

 旺
おう

志
し

 さん（笠野原小学校６年）

優 秀 賞   植
うえ

木
き

 ひなの さん（大姶良小学校６年） 

優 秀 賞   山
やまずみ

角 紗
さ え

愛 さん（寿北小学校６年）

　20 周年を記念し、市内小学校４～６年生に
「これからの鹿屋市をこんなまちにしたい」と
いうテーマで作文を募集し、数多くの作品の中
から３名を表彰しました。
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20 年に対する　それぞれの思い
　このまちで、
　いままでも、  　これからも

■
平
成
18
年
■

１
月
１
日

３
月
29
日

４
月
25
日

８
月
５
日

新「
鹿
屋
市
」誕
生

「
国
道
２
６
９
号
西
原
バ
イ
パ
ス
」開
通

「
か
の
や
ば
ら
園
」グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

鹿
屋
中
央
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
全
国
高
校
総
体
優
勝

■
平
成
19
年
■

４
月
１
日

７
月
１
日

８
月
１
日

９
月
１
日

「
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
」オ
ー
プ
ン

「
か
の
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
」開
設

平
和
都
市
宣
言

市
街
地
巡
回
バ
ス「
か
の
や
く
る
り
ん
バ

ス
」運
行
開
始

■
平
成
20
年
■

２
月
16
日

３
月
21
日

４
月
１
日

10
月
26
日

高
校
生
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ヒ
メ
と
ヒ
コ
」

初
公
演

「
第
１
次
鹿
屋
市
総
合
計
画
」策
定

「
肝
属
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
」本
格
稼
働

「
串
良
さ
く
ら
温
泉
」オ
ー
プ
ン

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

■
平
成
21
年
■

４
月
１
日

12
月
１
日
「
大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合
」発
足

「
鹿
児
島
中
央
駅
～
鹿
屋
間
直
行
バ
ス
」運

行
開
始

■
平
成
22
年
■

４
月
28
日

９
月
２
日

10
月
１
日

鹿
屋
市
口
蹄
疫
防
疫
対
策
本
部
を
設
置

「
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」供
用
開
始

鹿
屋
体
育
大
学
と
の
連
携
協
定
を
締
結

国
勢
調
査（
人
口
１
０
５
，０
７
０
人
）

■
平
成
23
年
■

３
月
６
日

３
月
11
日

３
月
12
日

３
月
13
日

４
月
１
日

４
月
５
日

「
国
道
２
２
０
号
古
江
バ
イ
パ
ス（
古
里

～
花
岡
間
）」開
通

東
日
本
大
震
災

百
引
・
市
成
中
学
校
閉
校
記
念
式
典

百
引
・
平
南
・
市
成
・
高
尾
小
学
校
閉
校

記
念
式
典

「
大
隅
広
域
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
」開
設

輝
北
小
学
校
・
輝
北
中
学
校
開
校

■
平
成
24
年
■

４
月
３
日

９
月
14
日
「
か
の
や
市
商
工
会
」開
所

「
か
の
や
紅
は
る
か
」誕
生

■
平
成
25
年
■

３
月
10
日

３
月
17
日

３
月
24
日

３
月
29
日

４
月
５
日

４
月
８
日

古
江
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

菅
原
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

鶴
羽
・
神
野
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

「
大
隅
広
域
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
」開
始

吾
平
・
神
野
小
学
校
統
合
記
念
式
典

小
中
一
貫
校
花
岡
学
園
開
校
式

■
平
成
26
年
■

２
月
５
日

３
月
１
日

８
月
13
日

８
月
19
日

12
月
21
日

鹿
屋
市
長
に
中
西
茂
氏
就
任

「
国
道
５
０
４
号
百
引
バ
イ
パ
ス
」開
通

鹿
屋
中
央
高
校
野
球
部
が
甲
子
園
初
出

場
・
初
勝
利

「
か
の
や
未
来
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
平
和

の
花
束
～
」初
開
催

「
東
九
州
自
動
車
道
」・「
大
隅
縦
貫
道（
一

部
）」曽
於
弥
五
郎
IC
～
笠
之
原
IC
開
通

■
平
成
27
年
■

３
月
８
日

３
月
15
日

４
月
３
日

４
月
６
日

４
月
16
日

10
月
１
日

10
月
31
日

12
月
27
日

高
須
中
学
校
閉
校
記
念
式
典

浜
田
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

大
姶
良
・
浜
田
小
学
校
統
合
記
念
式
典

第
一
鹿
屋
・
高
須
中
学
校
、
大
姶
良
・
高

須
中
学
校
の
統
合
記
念
式
典

「
大
隅
加
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」開
設

国
勢
調
査（
人
口
１
０
３
，６
０
８
人
）

第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５

「
平
和
公
園
屋
内
練
習
場
」完
成

■
平
成
28
年
■

１
月
30
日

４
月
１
日

９
月
20
日

鹿
屋
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

「
鹿
屋
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」開
所

台
風
16
号
に
よ
る
大
規
模
被
害

■
平
成
29
年
■

９
月
７
日

10
月
14
日

「
第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」で
鹿
児

島
県
が
団
体
賞

「
栃
木
県
小
山
市
・
鹿
屋
市
Ｃ
＆
Ｋ
橋
渡

し
交
流
に
よ
る
連
携
協
定
」締
結

■
平
成
30
年
■

１
月
19
日

２
月
17
日

７
月
１
日

７
月
21
日

９
月
24
日

鹿
屋
農
業
高
校
が「
第
１
回
和
牛
甲
子
園
」

肉
質
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

子
育
て
支
援
住
宅「
ハ
グ
・
テ
ラ
ス
」完
成

「
ユ
ク
サ
お
お
す
み
海
の
学
校
」オ
ー
プ
ン

荒
瀬
ダ
ム
通
水
式

明
治
維
新
１
５
０
周
年
記
念
講
演
会

■
平
成
31
年
・
令
和
元
年
■

３
月
20
日

５
月
１
日
「
第
２
次
鹿
屋
市
総
合
計
画
」策
定

元
号
が「
令
和
」に
改
元

■
令
和
２
年
■

３
月
14
日

３
月
27
日

４
月
６
日

４
月
16
日

４
月
24
日

６
月
15
日

７
月
６
日

10
月
１
日

高
須
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

「
鹿
屋
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
」設
置

鹿
屋
女
子
高
校
新
校
舎
で
授
業
ス
タ
ー
ト

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

　
全
国
を
対
象
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
鹿
屋
」オ
ー
プ
ン

「
く
ろ
ぶ
た
の
丘
」オ
ー
プ
ン

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
被
害

「
あ
そ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
！
か
の
や
」オ
ー
プ
ン

国
勢
調
査（
人
口
１
０
１
，０
９
６
人
）

■
令
和
３
年
■

４
月
27
日

５
月
15
日

７
月
17
日

９
月
１
日

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

東
九
州
自
動
車
道
志
布
志
IC
～
鹿
屋
串
良

Ｊ
Ｃ
Ｔ
開
通

「
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」供
用
開
始

■
令
和
４
年
■

３
月
13
日

８
月
10
日

10
月
５
日

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
記
念
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
霧
島
ヶ
丘
公
園
内
に
完
成

「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
ｅ
ａ
ｈ
！
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
始
動

「
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」で
鹿
児

島
県
が
和
牛
日
本
一

■
令
和
５
年
■

２
月
３
日

２
月
25
日

８
月
４
日

９
月
21
日

10
月
８
日

10
月
28
日

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
鹿
屋
・
肝
付
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
初
開
催

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
・
軽
音
楽
部

門
開
催

特
別
国
民
体
育
大
会（
か
ご
し
ま
国
体
）開
催

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
行
幸
啓

特
別
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技（
精
神
障
害
者
の
部
）開
催

■
令
和
６
年
■

１
月
18
日

４
月
１
日

７
月
30
日

９
月
４
日

11
月
４
日

鹿
屋
農
業
高
校
鹿
児
島
黒
牛
研
究
部
が

「
第
７
回
和
牛
甲
子
園
」で
最
優
秀
賞
受
賞

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン （
リ
ナ
ベ
ー
ス
＋
）

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
４
体
操
競
技

男
子
団
体
で
鹿
屋
体
育
大
学
出
身
の
杉す
ぎ
の野

正た
か
あ
き尭
選
手
が
金
メ
ダ
ル
獲
得

日
本
新
聞
協
会「
新
聞
広
告
賞
」
の
大
賞

に「
土
用
の『
う
し
の
日
』問
題
」が
選
出

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ

が
日
本
女
子
リ
ー
グ
初
優
勝

■
令
和
７
年
■

１
月
26
日

３
月
21
日

４
月
１
日

８
月
８
日

10
月
18
日

お
い
も
フ
ェ
ス
か
の
や
初
開
催

「
第
３
次
鹿
屋
市
総
合
計
画
」策
定

「
湯
遊
ラ
ン
ド
あ
い
ら
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン

戦
後
80
年
特
別
企
画
展

鹿
屋
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典

新
鹿
屋
市
20
年
の

主
な
で
き
ご
と

M
モ リ
ORI A

オ ー ル
LL W

ウ ェ ー ブ
AVE K

カ ノ ヤ
ANOYA

キャプテン　新
あ ら や

谷 静
しずか

 さん

吾平山上陵
案内人　前

まえむら
村 悦

え つ こ
子 さん

　私は地元民なんですが、吾平町
と言っていたころよりも、鹿屋市吾
平町と言った方が知名度が上がっ
たような気がします。吾平山上陵
は、お墓とはいえ昔から大事にさ
れてきて、周りの人がきれいにして
きたからこそ伝承されていると思っ
ています。それを私が語り部として
伝承していくということはすごい大
事なことだと感じています。

SUP 日本代表　芝
しばはら

原 叶
か な え

妃 さん

　鹿屋市は、練習環境は非常に恵ま
れていると思います。まずは、海がき
れいなこと。練習中に魚が飛ぶこと
もあるし、それを見ると頑張ろうって
気持ちになります。その他に、食べ
物がおいしくて、特にカンパチなどの
魚が大好き。また、人があたたかい
ので、鹿屋は大好きです。
　私のこれからの目標はまずは世界
チャンピオンを目指して頑張ります。
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20 年に対する　それぞれの思い
　このまちで、
　いままでも、  　これからも

■
平
成
18
年
■

１
月
１
日

３
月
29
日

４
月
25
日

８
月
５
日

新「
鹿
屋
市
」誕
生

「
国
道
２
６
９
号
西
原
バ
イ
パ
ス
」開
通

「
か
の
や
ば
ら
園
」グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

鹿
屋
中
央
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
全
国
高
校
総
体
優
勝

■
平
成
19
年
■

４
月
１
日

７
月
１
日

８
月
１
日

９
月
１
日

「
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
」オ
ー
プ
ン

「
か
の
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
」開
設

平
和
都
市
宣
言

市
街
地
巡
回
バ
ス「
か
の
や
く
る
り
ん
バ

ス
」運
行
開
始

■
平
成
20
年
■

２
月
16
日

３
月
21
日

４
月
１
日

10
月
26
日

高
校
生
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ヒ
メ
と
ヒ
コ
」

初
公
演

「
第
１
次
鹿
屋
市
総
合
計
画
」策
定

「
肝
属
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
」本
格
稼
働

「
串
良
さ
く
ら
温
泉
」オ
ー
プ
ン

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

■
平
成
21
年
■

４
月
１
日

12
月
１
日
「
大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合
」発
足

「
鹿
児
島
中
央
駅
～
鹿
屋
間
直
行
バ
ス
」運

行
開
始

■
平
成
22
年
■

４
月
28
日

９
月
２
日

10
月
１
日

鹿
屋
市
口
蹄
疫
防
疫
対
策
本
部
を
設
置

「
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」供
用
開
始

鹿
屋
体
育
大
学
と
の
連
携
協
定
を
締
結

国
勢
調
査（
人
口
１
０
５
，０
７
０
人
）

■
平
成
23
年
■

３
月
６
日

３
月
11
日

３
月
12
日

３
月
13
日

４
月
１
日

４
月
５
日

「
国
道
２
２
０
号
古
江
バ
イ
パ
ス（
古
里

～
花
岡
間
）」開
通

東
日
本
大
震
災

百
引
・
市
成
中
学
校
閉
校
記
念
式
典

百
引
・
平
南
・
市
成
・
高
尾
小
学
校
閉
校

記
念
式
典

「
大
隅
広
域
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
」開
設

輝
北
小
学
校
・
輝
北
中
学
校
開
校

■
平
成
24
年
■

４
月
３
日

９
月
14
日
「
か
の
や
市
商
工
会
」開
所

「
か
の
や
紅
は
る
か
」誕
生

■
平
成
25
年
■

３
月
10
日

３
月
17
日

３
月
24
日

３
月
29
日

４
月
５
日

４
月
８
日

古
江
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

菅
原
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

鶴
羽
・
神
野
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

「
大
隅
広
域
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
」開
始

吾
平
・
神
野
小
学
校
統
合
記
念
式
典

小
中
一
貫
校
花
岡
学
園
開
校
式

■
平
成
26
年
■

２
月
５
日

３
月
１
日

８
月
13
日

８
月
19
日

12
月
21
日

鹿
屋
市
長
に
中
西
茂
氏
就
任

「
国
道
５
０
４
号
百
引
バ
イ
パ
ス
」開
通

鹿
屋
中
央
高
校
野
球
部
が
甲
子
園
初
出

場
・
初
勝
利

「
か
の
や
未
来
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
平
和

の
花
束
～
」初
開
催

「
東
九
州
自
動
車
道
」・「
大
隅
縦
貫
道（
一

部
）」曽
於
弥
五
郎
IC
～
笠
之
原
IC
開
通

■
平
成
27
年
■

３
月
８
日

３
月
15
日

４
月
３
日

４
月
６
日

４
月
16
日

10
月
１
日

10
月
31
日

12
月
27
日

高
須
中
学
校
閉
校
記
念
式
典

浜
田
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

大
姶
良
・
浜
田
小
学
校
統
合
記
念
式
典

第
一
鹿
屋
・
高
須
中
学
校
、
大
姶
良
・
高

須
中
学
校
の
統
合
記
念
式
典

「
大
隅
加
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」開
設

国
勢
調
査（
人
口
１
０
３
，６
０
８
人
）

第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５

「
平
和
公
園
屋
内
練
習
場
」完
成

■
平
成
28
年
■

１
月
30
日

４
月
１
日

９
月
20
日

鹿
屋
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

「
鹿
屋
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」開
所

台
風
16
号
に
よ
る
大
規
模
被
害

■
平
成
29
年
■

９
月
７
日

10
月
14
日

「
第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」で
鹿
児

島
県
が
団
体
賞

「
栃
木
県
小
山
市
・
鹿
屋
市
Ｃ
＆
Ｋ
橋
渡

し
交
流
に
よ
る
連
携
協
定
」締
結

■
平
成
30
年
■

１
月
19
日

２
月
17
日

７
月
１
日

７
月
21
日

９
月
24
日

鹿
屋
農
業
高
校
が「
第
１
回
和
牛
甲
子
園
」

肉
質
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

子
育
て
支
援
住
宅「
ハ
グ
・
テ
ラ
ス
」完
成

「
ユ
ク
サ
お
お
す
み
海
の
学
校
」オ
ー
プ
ン

荒
瀬
ダ
ム
通
水
式

明
治
維
新
１
５
０
周
年
記
念
講
演
会

■
平
成
31
年
・
令
和
元
年
■

３
月
20
日

５
月
１
日
「
第
２
次
鹿
屋
市
総
合
計
画
」策
定

元
号
が「
令
和
」に
改
元

■
令
和
２
年
■

３
月
14
日

３
月
27
日

４
月
６
日

４
月
16
日

４
月
24
日

６
月
15
日

７
月
６
日

10
月
１
日

高
須
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

「
鹿
屋
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
」設
置

鹿
屋
女
子
高
校
新
校
舎
で
授
業
ス
タ
ー
ト

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

　
全
国
を
対
象
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
鹿
屋
」オ
ー
プ
ン

「
く
ろ
ぶ
た
の
丘
」オ
ー
プ
ン

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
被
害

「
あ
そ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
！
か
の
や
」オ
ー
プ
ン

国
勢
調
査（
人
口
１
０
１
，０
９
６
人
）

■
令
和
３
年
■

４
月
27
日

５
月
15
日

７
月
17
日

９
月
１
日

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

東
九
州
自
動
車
道
志
布
志
IC
～
鹿
屋
串
良

Ｊ
Ｃ
Ｔ
開
通

「
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」供
用
開
始

■
令
和
４
年
■

３
月
13
日

８
月
10
日

10
月
５
日

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
記
念
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
霧
島
ヶ
丘
公
園
内
に
完
成

「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
ｅ
ａ
ｈ
！
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
始
動

「
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」で
鹿
児

島
県
が
和
牛
日
本
一

■
令
和
５
年
■

２
月
３
日

２
月
25
日

８
月
４
日

９
月
21
日

10
月
８
日

10
月
28
日

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
鹿
屋
・
肝
付
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
初
開
催

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
・
軽
音
楽
部

門
開
催

特
別
国
民
体
育
大
会（
か
ご
し
ま
国
体
）開
催

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
行
幸
啓

特
別
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技（
精
神
障
害
者
の
部
）開
催

■
令
和
６
年
■

１
月
18
日

４
月
１
日

７
月
30
日

９
月
４
日

11
月
４
日

鹿
屋
農
業
高
校
鹿
児
島
黒
牛
研
究
部
が

「
第
７
回
和
牛
甲
子
園
」で
最
優
秀
賞
受
賞

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン （
リ
ナ
ベ
ー
ス
＋
）

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
４
体
操
競
技

男
子
団
体
で
鹿
屋
体
育
大
学
出
身
の
杉す
ぎ
の野

正た
か
あ
き尭
選
手
が
金
メ
ダ
ル
獲
得

日
本
新
聞
協
会「
新
聞
広
告
賞
」
の
大
賞

に「
土
用
の『
う
し
の
日
』問
題
」が
選
出

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ

が
日
本
女
子
リ
ー
グ
初
優
勝

■
令
和
７
年
■

１
月
26
日

３
月
21
日

４
月
１
日

８
月
８
日

10
月
18
日

お
い
も
フ
ェ
ス
か
の
や
初
開
催

「
第
３
次
鹿
屋
市
総
合
計
画
」策
定

「
湯
遊
ラ
ン
ド
あ
い
ら
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン

戦
後
80
年
特
別
企
画
展

鹿
屋
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典

㈱寿商会
代表取締役　竹

たけなか
中 貴

た か し
志 さん

　鹿屋市は住んでいるときは地元ということもあり、
何も思わなかったんですけど、外に出てみると、帰り
たくなる場所だなって、悪くないなと思ったりします。
宿泊施設もあるので、今までやっていないイベントと
かをやってみたいと思っています。住みやすく、若い人
たちも夢をもてる街になれば良いなと思います。

　県外出身なんですが、社会人を機に輝
北町に来ました。最初は、田んぼとか山
とかが多くて驚いたけど、私はソフトボー
ルをするためにきたので打ち込めて良かっ
たなと思っています。鹿屋市の印象は、あ
たたかい方が多いというイメージです。試
合前だと「頑張って」と声をかけてくれた
り、わざわざグランドに足を運んでいただ
いたりすることもあります。背中を押され
てさらに頑張ろうと思って試合に臨めてい
ます。

㈲うしの中山
専務　荒

あ ら き
木 真

まさたか
貴 さん

　鹿屋市は畜産が盛んで、移ってき
て全国の和牛のオリンピックで最優
秀賞をとらせてもらったことは、皆
さんのサポートがあってのことなの
で、非常に感謝しています。これか
らは畜産を通して恩返しをしていき
たいと常々思っています。また、何
か貢献できることがないかと常に探
してチャレンジしています。

鹿屋市制施行20周年を祝う

特
　
集

7｜ KANOYA  Vol.470



　市では、10月18日に「市制施行20周年記念表彰」の表彰式を挙行し、長きに渡り市政発展に貢献し、その功
績が特に顕著であり、かつ現在もその活躍が著しい６名を「市政功労賞」として表彰しました。また、合併から
現在において市政発展に寄与し、今後もその活躍が期待される市外在住の１名、１団体を「特別表彰」として表
彰しました。功績は主なもののみを、年齢は令和７年10月18日現在のものを掲載しています。

　　　　  問市政策推進課　TEL 0994-31-1122

功績を称えて
～鹿屋市制施行 20 周年記念表彰～

浅
あ さ い

井　愼
しんぺい

平　さん

（88歳）

　　文芸、音楽、映画等様々な分野で活躍されてい
る写真家で、かのやばら園が毎年実施しているフォ
トコンテストの審査員としてこれまで 21 回、約
8,700 枚の写真の審査を行われました。平成 18 年
から、かのやばら大使にも就任され、かのやばら
園の魅力のみならず、鹿屋の魅力を全国に発信す
るなど、本市の知名度向上に寄与されました。

特別表彰

　　「COME ON!PARTY! かのやカンパチ」の作詞、
作曲を手掛けた音楽制作チームで、平成 27 年７月
に誕生したかのやカンパチロウと合わせてカンパ
チソングとして知られるこの曲は、カンパチの美
味しさの表現や漁師用語、鹿児島弁などを歌詞に
取り入れ、広く市民に愛される曲となり、地域活
性化及び本市の知名度向上に大きく寄与しました。

特別表彰

クジラアパートメント
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郷
ごうはら

原　繁
し げ き

樹　さん

（82歳）

　　大隅地域における文化による地域おこしをされ、
鹿屋市の基幹作物である唐芋を生かした製菓業

「フェスティバロ社」を創設、６次産業化の先駆的
な取り組みを行うなど、産業振興や中国・韓国と
の国際交流に寄与されました。また、鹿屋や大隅
地域への誘客促進、地域活性化にも尽力されるな
ど、市政発展に大きく貢献されました。

市政功労賞

豊
とよしげ

重　哲
てつろう

郎　さん

　　柳谷町内会「やねだん」の町内会長を務め、強いリー
ダーシップと様々なアイデアで地域づくりを行われま
した。自主財源確保のために休耕地を利用したサツマ
イモ栽培を始め、焼酎「やねだん」を製造されるなど
他に例のない取り組みを行い、地域住民と共に長年に
渡り地域活動に尽力され、地域活性化に大きく貢献さ
れました。

市政功労賞

（84歳）

中
なかつじ

辻　正
ま さ と

人　さん

（76歳）

　　輪ギクやスプレーギクのハウス栽培に長年に渡
り取り組まれ、硬質プラスチックハウスや自動選
花結束機の導入など先進的な取り組みや技術確立
を図ることにより、菊の周年出荷体系を定着させ
るなど、花きの大規模経営モデル農家として農業
振興に大きく貢献されました。また、指導農業士
として、農業後継者の育成にも尽力されました。

市政功労賞

原
はらぐち

口　正
まさあき

明　さん

　　鹿屋市バレーボール協会会長を平成 23 年から現在
まで務められ、バレーボールの振興に寄与されました。
また、鹿屋市スポーツ協会会長も務め、令和５年に開
催された「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会」
の運営に尽力されるなど、本市のスポーツ文化の発展
に大きな役割を担い、長きに渡り競技スポーツ全般の
振興に貢献されました。

市政功労賞

（85歳）

平
ひ ら た

田　辰
た つ お

雄　さん

（82歳）

　　鹿屋航空基地史料館の建設時から携わり、現在
は鹿屋航空基地史料館協力会会長を務め「終戦記
念日の集い」を主催するなど、特攻隊員や平和に
ついて後世へ語り継ぐ役割を担われました。また、
史料館に展示される史料収集や広報活動を行い、
平和学習を身近に感じられる環境整備に尽力され、
基地の歴史や本市の認知度向上に貢献されました。

市政功労賞

渡
わたなべ

邉　正
ま さ と

人　さん

　　平成４年から民生委員・児童委員として地域福祉活
動に尽力され、現在は鹿屋市民生委員児童委員協議会
の会長を務め、関係団体との連携強化にも努められて
います。スクールガードリーダーや人権擁護委員とし
ての見守り活動や高齢者への支援活動を継続して続け
られるなど、福祉の現状等を多角的に捉え、福祉行政
の推進に大きく貢献されました。

市政功労賞

（78歳）

鹿屋市制施行20周年を祝う

特
　
集
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弊
社
は
、
昭
和
47
年
に
串
良
町
で

先
代
が
芝
生
の
生
産
を
始
め
た
こ
と

が
は
じ
ま
り
で
す
。
昭
和
61
年
に
㈲

林
芝
園
を
設
立
・
法
人
化
し
、
平
成

13
年
に
㈱
ハ
ヤ
シ
に
商
号
を
変
更
。

今
で
も
、
林
芝
園
の
名
称
で
呼
ば
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
地
元
の
芝
生
屋
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

弊
社
は
平
成
21
年
か
ら
こ
れ
ま
で

の
事
業
を
生
か
し
つ
つ
、
一
般
貨
物

運
送
業
（
以
下
、「
運
送
業
」）、農
業
、

Ｅ
Ｃ
事
業
な
ど
多
角
化
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
現
在
の
事
業
割
合
は
芝
生

事
業
が
５
割
、
運
送
業
が
３
割
、
そ

の
他
の
事
業
で
２
割
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

バ
ブ
ル
期
に
は
全
国
で
多
く
の
ゴ

ル
フ
場
等
が
建
設
さ
れ
、
芝
生
の
需

要
は
膨
れ
上
が
り
、
そ
の
後
も
公
共

工
事
に
よ
る
需
要
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
景
気
が
落
ち
着
い
て
く
る

と
市
場
は
徐
々
に
縮
小
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
多
角
化
の
一
歩
目
と
し
て
運

送
業
を
開
始
。
今
で
は
大
型
ト
レ
ー

ラ
ー
７
台
、
冷
凍
大
型
車
２
台
な
ど

計
14
台
の
大
型
車
を
保
有
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
運
送
業
に
は
別
の
狙
い
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
芝
生
事
業
と

の
相
乗
効
果
。
芝
生
の
運
送
は
コ
ン

テ
ナ
内
が
汚
れ
や
す
く
、
運
送
単
価

も
高
く
な
り
や
す
い
た
め
、
自
社
便

活
用
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
は
大
き

な
強
み
に
な
り
ま
す
。

　

本
業
の
芝
生
事
業
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
芝
生
以
外
の
事
業
で
業
績
を

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の

事
業
を
継
続
し
、
お
客
様
と
社
員
を

大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

株
式
会
社 

ハ
ヤ
シ

林林は
や
し

は
や
し  

憲憲け
ん
い
ち

け
ん
い
ち一一  

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
社
長

こ
れ
ま
で
の
実
績
を

次
の
事
業
に
つ
な
げ
る

▲ �11 月 24 日（月・祝）にオープン

する野里運動公園でも使用されて

いる同社の芝生。

かのや

ワーク

あなたのやりたい「しごと」が見つかる！

de

Vol.44
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information企業情報

私の仕事!私の仕事!

株式会社  ハヤシ株式会社  ハヤシ

住　　所　鹿屋市串良町有里 7974-6
電　　話　0994-62-3939
設　　立　昭和 61 年
代表者名　林 憲一
従業員数　40 名
平均年齢　35.8 歳　
採用実績　７人（令和６年度）
福利厚生　各種保険（雇用、健康、厚生年金、労災）、
　　　　　各種手当（住宅・通勤・資格・技能）、
　　　　　退職金など

〝これまで〟を大事にしつつ、新しく挑戦する〝これまで〟を大事にしつつ、新しく挑戦する

▲ホームページ

　

弊
社
で
は
、
農
業
部
門
も
幅
広

く
展
開
し
て
お
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、

自じ
ね
ん
じ
ょ

然
薯
、
人
参
、
と
う
も
ろ
こ
し
、

す
い
か
、
メ
ロ
ン
な
ど
の
品
目
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
自
然
薯
は
大
手
菓

子
メ
ー
カ
ー
の
要
望
を
受
け
て
始

め
、
人
参
等
は
社
員
の
自
主
性
を
重

ん
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
栽
培
し
た
サ

ツ
マ
イ
モ
を
活
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

焼
酎
な
ど
も
販
売
す
る
な
ど
、
失
敗

を
恐
れ
ず
挑
戦
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

芝
生
は
毎
年
約
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
分
の
生
産
量
と
な
っ
て
い
る
弊
社

の
主
力
事
業
で
す
が
、
現
場
の
社
員

や
次
の
世
代
に
利
益
を
還
元
し
て
い

く
た
め
に
も
、
挑
戦
す
る
姿
勢
は
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
イ
デ
ィ
ア
は
即
試
す

挑
戦
す
る
姿
勢
を

▲�地元焼酎メーカーの協力を得て製

造・販売しているオリジナル焼酎

など。

　私は福岡の居酒屋で働いていまし
たが、弊社の社員から紹介されて鹿
屋にやってきました。主な業務は芝
生と農作物の生産・管理・販売です。
仕事のやりがいは多くのことを任せ
てもらえる環境と挑戦したいことに
対し、「やってみろ」と背中を押して

くれることです。人参の生産がした
いと声を上げたときも、すぐにＯＫ
を出してくれました。
　社内の雰囲気も良く、先輩たちに
気さくに相談することができますし、
社長宅ではバーベキューをするなど
アットホームな職場だと思います。

私の仕事!私の仕事! 谷
た に ぐ ち

口 嘉
よ し や す

泰 さん
（28歳／入社７年目）

宮崎市出身で２人の子どものお父さん。読書が
趣味で歴史から啓発本までとジャンルは幅広い。

コ
コ
に
注
目
！
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区 分 出 品 者

３部  木
き

原
はら

 貴
たか

久
ひさ
（輝北）

7部  鹿屋農業高校（鹿屋）

12部
 釘
くぎ

田
た

 光
みつ

幸
ゆき
（串良）

16部

　

10
月
25
・
26
日
に
、
北
海
道
勇ゆ
う
ふ
つ
ぐ
ん

払
郡

安あ

平び
ら

町ち
ょ
う

で
開
催
さ
れ
た
５
年
に
１
度
の

乳
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
第
16
回
全
日

本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
」。
乳
牛
が
、

健
康
で
長
持
ち
す
る
の
に
必
要
な
体
型

の
改
良
度
合
い
を
比
較
展
示
す
る
た
め

に
、
各
都
道
府
県
を
代
表
す
る
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
種
を
一
堂
に
集
め
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
鹿
児
島
県
か
ら
は
９
月
20
日

に
姶
良
中
央
家
畜
市
場
（
霧
島
市
）
で

行
わ
れ
た
予
選
を
勝
ち
進
ん
だ
７
頭
が

出
場
し
、
そ
の
う
ち
４
頭
が
鹿
屋
市
か

５
年
に
１
度
の

乳
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

第 16 回全日本ホルスタイン
共進会への本市からの出品者

　全国でも有数の畜産地帯である鹿屋市。日頃の
飼養管理技術の成果を競う共進会に本市から多く
の牛が出品され、今年も優秀な成績を収めました
ので、その結果をお伝えします。

問市畜産課　TEL 0994-31-1118

ら
の
出
品
で
し
た
。

　

審
査
は
、
体
の
大
き
さ
や
姿
勢
、
乳

器
の
大
き
さ
、
輪
郭
の
鮮
明
さ
、
歩

様
（
歩
く
時
の
姿
勢
、
調
教
の
具
合
）

等
を
基
に
序
列
を
決
定
。
全
国
か
ら

４
０
０
頭
が
集
ま
り
、
乳
牛
日
本
一
を

目
指
し
て
競
い
合
い
、
本
市
か
ら
出
場

し
た
４
頭
も
健
闘
し
ま
し
た
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
豚
熱
の
発
生

リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

家
畜
伝
染
病
の
侵
入
や
ま
ん
延
防
止
の

た
め
、
家
畜
の
管
理
者
は
畜
舎
の
衛
生

管
理
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
む
や
み
に
家
畜

が
い
る
施
設
に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う
に

し
、
野
鳥
や
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
死
が
い

を
見
つ
け
た
ら
速
や
か
に
関
係
機
関
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
感
染
し
た
肉
類
は
市
場
に
出

回
る
こ
と
は
な
く
、
万
が
一
食
べ
て
も

人
に
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
畜
伝
染
病
対
策
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

野
鳥
は
、
餌
が
採
れ
ず
に
衰
弱
し
た

り
、
自
然
環
境
の
変
化
に
耐
え
ら
れ
ず

死
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
野

鳥
が
死
ん
で
い
て
も
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
直
ち
に
疑
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
同
じ
場
所
で
た
く
さ
ん
の
野
鳥
が

死
亡
し
て
い
た
ら
、
関
係
機
関
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

野
鳥
は
様
々
な

原
因
で
死
亡
し
ま
す

共進会に懸ける
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10
月
４
日
、姶
良
中
央
家
畜
市
場（
霧

島
市
）
で
和
牛
の
改
良
を
競
う
「
第
74

回
鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
全
５
部
門
に
県
内
11
地
区

か
ら
選
抜
さ
れ
た
計
73
頭
が
出
場
し
、

本
市
か
ら
は
高
校
生
等
出
品
区
（
部
活

動
紹
介
）
を
含
む
４
部
門
に
７
頭
が
出

品
さ
れ
、
２
部
門
で
首
席
を
獲
得
す
る

な
ど
、
６
頭
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

　

ま
た
、
山
下
の
り
子
さ
ん
の
出
品
牛

「
第
５
ち
か
ん
66
」
が
最
高
賞
の
グ
ラ

県
畜
産
共
進
会
で

鹿
屋
市
勢
が
大
奮
闘

区 分 出 品 者 成 績

若雌１区

 山
やました

下 のり子
こ
（鹿屋） 最優秀賞１席・グランドチャンピオン賞　ほか

 今
いまよし

吉 魁
か い と

人（吾平） 最優秀賞８席

 ㈱森ファーム（輝北） 最優秀賞５席

若雌２区
 青
あお

木
き

 春
しゅん

佑
すけ
（串良） 最優秀賞２席

 ㈱森ファーム（輝北） 最優秀賞３席　ほか

父系群区  鹿屋農業高校（鹿屋） 最優秀賞１席・九州農政局長賞　ほか

第 74 回鹿児島県畜産共進会での本市の成績優秀者

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
、
農
林
水

産
大
臣
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

▲�若雌１区で最優秀賞１席を獲得し、見事グランドチャン
ピオンに輝いた山下のり子さん（１番左）と家族

▲�父系群区で最優秀賞１席を獲得し
た鹿屋農業高校の皆さん

　

死
亡
し
た
野
鳥
は
素
手
で
触
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。
野
鳥
は
、
体
内
や
羽
毛

な
ど
に
細
菌
や
寄
生
虫
な
ど
の
病
原
体

が
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

死
亡
し
た
野
鳥
に
は

触
ら
な
い
で

豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）

　

豚
熱
ウ
イ
ル
ス
は
野
生
イ
ノ
シ
シ
の

間
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
ウ

イ
ル
ス
を
山
林
か
ら
持
ち
帰
ら
な
い
こ

と
が
必
要
。
ウ
イ
ル
ス
は
土
に
も
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
靴
の
泥
は
山
で
落
と

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
野
生

イ
ノ
シ
シ
を
誘
引
し
な
い
よ
う
、
飲
食

物
は
野
外
に
放
置
せ
ず
に
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

山
林
か
ら
豚
熱
ウ
イ
ル
ス

を
持
ち
帰
ら
な
い
で

問
肝
属
家
畜
保
健
衛
生
所
（
家
畜
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
９
４–

4３–

２
５
１
５

　

市
林
務
水
産
課

　
（
野
鳥
・
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
死
が
い
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
９
４–

３１–

１
１
７
３

　

市
畜
産
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
９
４–

３１–

１
１
１
８

共進会に懸ける
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　　　　　　鹿屋市鹿屋市野里野里運動公園運動公園

▲ ハードコートのテニス場

　本市の新たな大型運動施設として、鹿屋市野里運動公園がグランドオープンし
ます。「鹿屋スポーツ実施率日本一」に向けて、大きな架け橋になることが期待さ
れています。　　　　　　　　　　　   　 問市民スポーツ課　TEL 0994-31-1139

項目
使用料（１時間） 照明料

（１時間）児童・学生 大 人

テニス（1面） 240円 350円 600円

サッカー（１面） 750円 1,500円 1,400円

サッカー（半面） 400円 750円 700円

会議室 350円 ー

※３歳未満は無料
　（１時間未満の端数は切り上げ）

● 各施設の使用料

鹿
屋
市
野
里
運
動
公
園

鹿
屋
市
野
里
運
動
公
園

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

　

鹿
屋
市
野
里
運
動
公
園
が
11
月

24
日（
月
・
祝
）
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
公
園
の
整
備
敷
地

面
積
は
４
万
３
千
５
３
１
㎡
。
９
，

３
６
０
㎡
の
人
工
芝
を
敷
き
詰
め
た

サ
ッ
カ
ー
場
が
１
面
と
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
10
面（
砂
入
り
人
工
芝
コ
ー
ト
８

面
、
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
２
面
）と
壁
打

ち
コ
ー
ト
１
面
が
設
備
さ
れ
、
ど

ち
ら
も
夜
間
照
明（
有
料
）が
完
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
テ
ニ
ス
場
に
は

８
１
０
席
の
観
覧
席
と
車
い
す
用

観
覧
席
12
席
が
あ
り
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の

有
料
施
設
も
ネ
ッ
ト
に
よ
る
事
前

の
予
約
等
で
11
月
25
日（
火
）か
ら

利
用
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
無
料
開
放
施
設
と
し
て
、

約
３
，３
０
８
㎡
の
芝
生
広
場
と
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
０・７
㎞
（
隣

接
公
園
と
合
わ
せ
る
と
約
１・１
㎞
）

が
あ
り
ま
す
。

　

駐
車
場
は
約
80
台
の
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
の
で
、
普
段
の
運
動

や
家
族
連
れ
で
の
あ
そ
び
場
と
し
て

是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲クラブハウスにあるシャワー　
　ルーム　※シャワーは 3 設備▲ 市施設予約

　 システム

▲ 鹿屋市野里
　 運動公園
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地域の資源を生かす

地域経済活性化プロジェクト
●畜産業の担い手支援

●市営住宅の改修、 家屋の取得やリフォーム等の

　 補助

●農業の機械化による省力化に加え、 サツマイモ

 　や茶の生産 ・ 流通の促進

●ばら園の誘客促進に向けた取り組みやイベントの開催

１億 7,350 万円

健康・福祉の充実

すこやか ・ あんしんプロジェクト

●高校生までの子ども医療費無償化

●高校生を対象にした給付金の支給

●インフルエンザや風しんなどの予防接種の実施

●障がい児通所支援の利用者負担の軽減や、 障がい

　 児保育を行う保育所等への支援

５億 5,529 万円

教育・文化
・スポーツの振興

人材育成プロジェクト
●小 ・ 中学校施設の改修等による教育環境の向上

●小 ・ 中学校の学校給食費の無償化

●スポーツ合宿や鹿屋体育大学と連携したスポーツ

　 振興

●野里運動施設の整備

6 億 5,941 万円豊かな自然を
　　　　  次代に引き継ぐ

環境保全プロジェクト
●びん類等の資源リサイクル化

●畜産業における臭気対策資材の普及推進

●鳥獣被害を防ぐための猟友会活動への補

 　助や鳥獣被害対策実施隊の組織化

●市道の舗装や除草などの環境整備

１億 1,400 万円

ふるさと納税が活用されている事業の一部を紹介します！

　 ふるさと納税とは、 ふるさとや応援したい自治体等に寄附することで、

所得税や住民税が控除され、 寄附先からはお礼の品が送られる仕組みの

ことです。 寄附金は各事業に充てられ、 まちづくりに役立てられています。

　本市へのふるさと納税の令和６年度寄附件数は 164,003 件、 寄附金

額は 34 億 5,481 万 1,800 円でした。   

問市ふるさとＰＲ課　 TEL 0994-31-1121

市財政課　 TEL 0994-31-1126
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　９月25日、ホテルさつき苑（西原１丁目）で「令和７年度
鹿屋・大隅地区障害者就職面接会」が開催されました。これ
は、障がいがある人の就職促進を目的とした面接会。当日
は多くの人が参加企業と面接を行い、就職に向けて熱心に
話を聞いていました。

障がいのある人の就職促進を目指して

　９月25・26日、市内事業者の販
路開拓のため、県外のバイヤーを招
へいして「個別商談会＆産地視察ツ
アー」を実施し、本市の事業者が作る
生鮮品や加工品をPRしました。

　10月11・12日、 イ オ ン か の や
ショッピングセンターで「ピンクリボ
ンキャンペーン2025inかのや」が開
催され、乳がんの早期発見・早期治
療の重要性を訴えました。

ピンクリボンを広める 県外に鹿屋産を売り込む

　10月10日、上高隈町で子どもたち
が鎌を使った稲刈りを体験しました。
収穫したお米はコミュニティ協議会
で販売したほか、もち米は地元の中
津神社に奉納されます。

米の収穫体験

　10月１日、シェラトン鹿児島で「鹿屋市×A
オール

l l S
シ ェ ラ ト ン
heraton 

J
ジ ャ パ ン
apan F

フェア
air」のオープニングセレモニーが開催されました。

これは、シェラトン鹿児島内の飲食店で黒牛、カンパチ、
茶等本市の食材を使ったメニューを提供し、ブランド力向
上を図るもので、フェアは11月30日まで開催しています。

シェラトン鹿児島で鹿屋市の食材をＰＲ

旭き
ょ
く
じ
つ日
小し
ょ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

綬
章

　
坪つ
ぼ
み
ず水 

德と
く
ろ
う郎 

さ
ん  

（
71
歳
・
古
前
城
町
）

　
　
元
鹿
屋
商
工
会
議
所
会
頭

瑞ず
い
ほ
う宝
双そ
う
こ
う
し
ょ
う

光
章

　
森も
り
ぞ
の薗 

敏と
し
ひ
ろ博 

さ
ん  

（
75
歳
・
向
江
町
）

　
　
現
学
校
薬
剤
師

瑞ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

　
永な
が
い井 

守ま
も
る 

さ
ん   

（
78
歳
・
串
良
町
上
小
原
）

　
　
元
鹿
屋
市
消
防
団
分
団
長

　
森も
り
や
ま山 

三み
つ
お男 

さ
ん  

（
82
歳
・
郷
之
原
町
）

　
　
元
鹿
屋
市
消
防
団
分
団
長

　
和わ

だ田 

鉱こ
う
い
ち一 

さ
ん  

（
81
歳
・
串
良
町
細
山
田
）

　
　
元
鹿
屋
市
消
防
団
分
団
長

令和７年秋の褒章・叙勲を市内在住の５人が受章され
ました。おめでとうございます。（年齢は受章時）

令
和
７
年
秋
の
褒
章
・
叙
勲 News
H O T 

News
かのやのホットな話題をお届け

November  2025 ｜ 16



　10月２日、社会福祉法人恵仁会がえるぼし認定制度に申
請し認められたことから、認定式が行われました。これは
厚生労働省の認定制度で、女性が活躍しやすい職場環境と
認められた企業が認定されるもので、社会福祉法人として
は大隅半島で初めて認定されました。

えるぼし認定を恵
けいじんかい

仁会が取得

　10月５日、イオンかのやショッピングセンター駐車場で
「鹿屋ＪＣフェスおおすみのお肉でごはんのおとも選手権」
が開催されました。当日は飲食店10店舗が出店し、天候
に恵まれこともあり約2,000人が来場。用意された白ご飯
1,000杯が完売するなど大盛況となりました。

最強の「ご飯のおとも」はいかに!?

　10月18日、リナシティかのやで
「オール１の落ちこぼれ、教師になる」
の著者・宮

みやもと
本延

まさはる
春さんを講師に迎え

て講演会が実施され、互いに感謝し
合うことの大切さを学びました。

性別で役割は決まらない

　10月16日、鹿屋中央高校の芝
しばはら

原
叶
か な え

妃さんが10月29日から11月２日
にアラブ首長国連邦で開催されるＳ
ＵＰ世界選手権に出場するために来
庁し、意気込みを語りました。

世界大会での活躍を誓う

　10月４日、リナシティかのやで「鹿屋市福祉まつり～ふ
くしのばんぱく～」が開催されました。保健福祉関係の各種
表彰や檜

ひ や ま
山敦

あつし
さんによる基調講演などが行われたほか、様々

な団体による福祉体験やチャリティバザーなども行われ、
参加者は福祉への理解を深めました。

福祉への理解を深める

　10月23・24日、鹿児島県で初となる「全国農業担い手サ
ミット」が開催されました。全国から農業の担い手が鹿児島
県に集まり、情報交換や現地視察を行いました。本市にお
いても、23日に情報交換会が行われたほか、24日には現地
研修会が実施されました。

全国の担い手が鹿児島に集結

　10月13日、 か み の チ ャ レ ン ジ
ファームで収穫体験が行われました。
子どもたちは一生懸命稲刈りを行い、
体験後には神野産のお米をおいしく
いただきました。

豊かな実りに感謝
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　10月28日、国立療養所星塚敬愛園で創立90周年記念式
典が開催されました。式典には入所者や来賓など約200人
が出席。入所者自治会の山

やまぐち
口文

ふ み お
夫会長は、同園に携わった

人々に対しての感謝の言葉や自身が受けた差別経験を踏ま
え、これからの入所者と同園に対する思いを述べました。

　10月21 ～ 31日、イオンかのやショッピングセンターで
「昭和100年・戦後80年かのや展」が開催されました。昭和
100年の歩みを振り返るパネルが展示されたほか、25・26
日には昭和の遊びを体験できるコーナーや、桜デパートの
名物「さくらまんじゅう」が振る舞われました。

国立療養所 星塚敬愛園90周年を迎える 鹿屋の歩みを企画展に

　10月26日、令和８年３月に閉校する鶴峰小学校で最後の
運動会が行われました。運動会には、全校児童９人のほか、
地域住民や卒業生など多くの人が集まり、最後の運動会を楽
しみつつ別れを惜しみました。鶴峰小学校は３月１日（日）に
閉校記念式典を行い、４月から吾平小学校へ統合されます。

　10月25・26日、市文化会館で「第56回鹿屋市文化祭」が
行われました。「文化の花１市３町で大輪に」をテーマに舞
踊やダンスなどのステージのほか、ロビーでは俳句や絵画、
書道、手工芸作品などが展示。最後には市制施行20周年を
記念した特別ステージが行われ、会場を盛り上げました。

地域みんなで最後の運動会 文化祭で20周年を祝う

　10月25日、串良基地跡地下壕第一
電信室で鹿屋第一ライオンズクラブと
フライングレオクラブ（中学生）の約
40名による草刈りなどの清掃活動が
行われました。

　10月12日、関西吾平会総会の中で、
大阪府在住の髙

たかはし
橋トクさんから「初夏

の吾平富士」と題した神野中岳の絵画
が市に寄贈されました。この絵画は「湯
遊ランドあいら」に設置しています。

絵画の寄贈 戦跡を地元が守る

　10月21日、寿小学校で「小学１年
生への赤い羽根共同募金定規贈呈式」
が行われ、児童代表の３名に定規が
手渡されました。これは、市内各小学
校の全ての１年生にも配布されます。

赤い羽根で定規の贈呈
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　10月12日、鹿屋体育大学構内で「スポーツフェスタinかの
や2025」が開催されました。当日は、バスケットボールや
eスポーツなど計20種目のスポーツを延べ3,775人が体験。
このほか、体育大学体操競技部の特別演舞や学食ランチバ
イキングなども実施され、参加者は大いににぎわいました。

体育大学で様々なスポーツ体験

　10月18日、リナシティかのやでおいもフェスかのや
（10/18 ～ 11/23）のメインイベントである「大甘藷祭」が開
催されました。サツマイモに関する飲食店や雑貨屋の出店
のほか、高校生スイーツコンテストやカノ屋台などおいも
づくしの一日となり、大いに盛り上がりました。

おいもづくし「大
だいかんしょさい

甘藷祭」を開催

　10月18日、上高隈町の大隅湖で「大隅湖レイクサイドフェ
スティバル2025」が開催されました。当日は、ステージイ
ベントや豪華賞品が当たる抽せん会、出店など盛りだくさ
ん。メインイベントの音楽に合わせた色鮮やかな花火＆レー
ザーショーは、訪れた多くの人を魅了しました。

秋の夜空と湖面を彩る花火に興奮
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※�郵送・FAX 等での応募等が可能な場合は、各情報の下段に宛先を記載しています。

12月のイベント など
●12/6（土）
〇�認知症オレンジフェスタ in かのや
　10:00～15:30　リナシティかのや
問メンタルホスピタル鹿屋　TEL 080-2663-4724

●12/7（日）
〇�第15回冬華火・第４回冬まつり
　12:00～21:00　リナシティかのや
問鹿屋中央地区青年部　TEL 0994-35-1001

●12/17（水）
〇�大隅地域合同企業説明会
　9:30～12:00、13:00～16:00　串良平和アリーナ
問市商工振興課　TEL 0994-31-1164

〇�星塚敬愛園90周年記念花火大会
　19:00～　星塚敬愛園
問星塚敬愛園庶務課　TEL 0994-49-2500

●12/19（金）～25日（木）
〇�クリスマスファンタジーナイト2025 in 霧島ヶ丘公園
　17:30～21:00　霧島ヶ丘公園
　（ミニ花火ショー：12/20、21、24、25）
問市ふるさとPR課　TEL 0994-31-1121

農地利用最適化推進委員
（特別職非常勤職員）

農地利用の最適化を推進していくための農地利用最適化推
進委員
●募集人員　○�旧鹿屋地区＝１人
※担当地区は吉ヶ別府、上祓川、祓川、黒坂
●�業務内容　担い手への農地集積 • 集約化、耕作放棄地の

発生防止 • 解消、新規参入の促進等に伴う調査 • 指導　
など

●任期　委嘱の日～令和９年 7 月 31 日（土）
●身分　市の特別職の非常勤職員
●報酬　月額 41,500 円　※実績に応じて加算有り
●�主な資格　農地等利用の最適化の推進に熱意と識見を有

する人で、かつ市内に住所を有する人（特別な事情があ
る場合は除く）　※市職員でない人

●�推薦 • 応募方法　必要書類を市農業委員会又は総合支所
産業建設課へ提出

○�個人から推薦を受ける場合＝農業者３人以上が連署し、
推薦

○�団体等から推薦を受ける場合＝推薦する法人又は代表者
が推薦

○�自ら応募する場合＝応募届出書に必要事項を記入し応募
※�応募用紙は市農業委員会、総合支所産業建設課、市ホー

ムページに有り
●推薦 • 応募期限　12 月 12 日（金）
※�推薦をした人及び受けた人、応募した人の氏名 • 職業・

年齢等の情報は、募集期間の中間及び終了後に市ホーム
ページ等で公表

●�選考方法　市農業委員会において農地利用最適化推進委
員選考委員会を開催し、提出書類等をもとに選考

募
集

問市農業委員会　TEL 0994-31-1131

10年後にメッセージを送る
「かのや未来郵便」

募
集

問市政策推進課　TEL 0994-31-1125

●対象者　市内に在住又は通勤・通学している人
●�応募期間　11 月 19 日（水）～ 12 月 26 日（金）
●�応募方法　必要事項を記載したはがきを、市役所又は総

合支所の専用ポストに投函
※投函されたはがきは 10 年間保管した後、令和 18 年１
　月に送付先へ郵送
※応募は 1 人１通まで
●�記載内容　○表面＝ 10 年後の送付先となる宛名・住所

及び差出人の氏名・住所
○裏面＝ 10 年後の自分や家族、友人、鹿屋市へのメッセージ
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※予定は変更になる場合があります。

SDGs親子ぼうさい
フェスティバル

持続可能な社会づくりに向けて「防災」をテーマに、様々
な防災体験ブースや防災グッズ工作のほか、お楽しみ抽せ
ん会を実施するイベント
●�日時　11 月 29 日（土）　10:00 ～ 15:00
●�場所　国立大隅青少年自然の家
●�対象者　防災に関心がある人又は防災関連従事者
●�定員　400 人　※先着順
●�参加料　無料　※�体験費が必要なブースも有り
●�申込　11 月 28 日（金）までに専用フォームから申し

込み

募
集

問国立大隅青少年自然の家　TEL 0994-46-2222

年末年始のごみの持ち込み・バスの運行状況をご確認ください

年末年始のごみの持ち込み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問市生活環境課　TEL 0994-31-1115
●ごみの持ち込み場所　※必ず分別をして搬入してください。

●開所日　搬入時間＝ 8:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:30　※赤太枠内は混雑が予想される期間

●肝属地区清掃センターに持ち込みできないもの
○危険性のあるもの　○リサイクル対象品　○資源物（鹿屋市資源センターへ持ち込み）など

年末年始のバス・乗合ワゴンの運行
●鹿児島中央駅～鹿屋間直行バス・くるりんバス・乗合ワゴンの運行日

※○は通常運行
※かのや市乗合ワゴンの利用は事前登録・事前予約が必要です。
※その他路線バスの運行については鹿児島交通㈱にご確認ください。

ごみの種類 持ち込み場所 住所 TEL（0994）
燃やせるごみ・燃やせないごみ・粗大ごみ 肝属地区清掃センター 串良町下小原 3893-8 63-0168
資源物・金属製粗大ごみ・乾電池・蛍光灯 鹿屋市資源センター 下高隈町 4319-1 45-2900

センター名
12 月 １月

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

肝属地区清掃センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × × 〇 〇 〇 ○ ○ ○ × ○

鹿屋市資源センター ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × × ○ 〇 〇 ○ ○ ○ × ○

バス・乗合ワゴンの種類
12 月 1 月

26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 ７
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

鹿児島空港連絡バス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
鹿児島中央駅～鹿屋間直行バス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

かのやくるりんバス
市街地 ○ ○ ○

運休

○ ○ ○ ○
市街地北 ○ ○ ○
大姶良 ○ ○

かのや市乗合ワゴン（花岡・上野線） ○ ○ ○ ○
かのや市乗合ワゴン（吾平・川東線） ○ ○
かのや市乗合ワゴン（輝北線） ○ ○ ○
かのや市乗合ワゴン（串良線） ○ ○ ○

問鹿児島交通㈱
　鹿屋営業所（バス）
　TEL 0994-65-2258
問市地域活力推進課
　（乗合ワゴン）
　TEL 0994-31-1147

お
知
ら
せ

▲市ホームページ

▲持ち込みできないもの

戦跡ウォーキング

●日時　12 月 13 日（土）　9:00 ～ 12:00
※集合・受付は 8:30
●場所　串良平和公園
●対象者　２～５人のグループ
※小学生以下は保護者同伴
●内容　串良基地跡周辺の戦跡約８km のコースを巡る　
　ウォーキング
●定員　30 人　※先着順　●�参加料　無料
●�応募　12 月５日（金）までに申込用紙を FAX 又は専用

フォームから応募
※小雨決行、荒天の場合は 12 月 20 日（土）に延期

募
集

問鹿屋体育大学社会連携係
　TEL 0994-46-4829　FAX 0994-46-4157
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※�郵送・FAX 等での応募等が可能な場合は、各情報の下段に宛先を記載しています。

「裁判員候補者」「検察審査員候補
者」制度にご協力ください

　それぞれの候補者は、選挙権を有する県民の中からくじ
で選定されます。選定された候補者には、11月中旬頃に「裁
判員候補者名簿への記載のお知らせ」又は「検察審査員候
補者名簿への記載のお知らせ」が届きます。
　国民が司法に参加する２つの制度に、ご協力をお願いし
ます。

問鹿児島地方裁判所（裁判員）　TEL 099-222-7157
　鹿児島検察審査会（検察審査員）TEL 099-808-3719

お
知
ら
せ

「令和８年二十歳のつどい」を
１月４日（日）に開催します

●日時　令和８年１月４日（日）　14:30 ～ 15:30
●会場　串良平和アリーナ
●�対象者　平成 17 年４月２日～平成 18 年４月１日に生

まれた人

問市生涯学習課　TEL 0994-31-1138

お
知
ら
せ

令和７年８月豪雨災害義援金

　令和７年８月豪雨災害の被災者を支援するために、市民
の皆さんからいただいた義援金を被災地へ寄贈しました。
　この義援金は、８月 22 日から９月 30 日までの 40 日
間に受け付けを行ったもので、金額は 149,278 円となり
ました。
　ご来庁の皆さんをはじめ、多くの人のご厚意に心から感
謝申し上げます。

問市安全安心課　TEL 0994-31-1124

お
知
ら
せ

障がいのある人への
理解を深めましょう

　12 月 3 日（水）～ 9 日（火）は「障害者週間」です。
これは障がいのある人たちの社会参加を推進し、理解と認識
を深めるための週間です。障がいのある人は、生活の様々な
場面で不自由を感じることがあります。あなたのちょっとし
た配慮や工夫で、障がいのある人の社会参加の機会は広がり
ます。障がいのある人への理解を深め、誰もが自然に手助け
することのできる「心のバリアフリー」を広めましょう。

問市福祉政策課　TEL 0994-45-4726

お
知
ら
せ

住宅の耐震診断・
耐震改修補助金

●補助額　※事前の耐震診断による耐震性の確認が必要
〇昭和 56 年５月以前に建築又は着工した住宅（旧耐震住宅）

●�対象者　市内に居住及び住民登録し、市税を滞納してい
ない人又は市外からの転入者

●�施工業者　市内に本社、支社、営業所等を有する法人又
は市内に住所を有する個人業者

●�申込　申込書を提出
※�令和８年２月 27 日（金）までに耐震診断又は耐震改修

工事を完了することが必要。
※�申込書は市建築住宅課、市ホームページに有り

問市建築住宅課　TEL 0994-31-1129

募
集

補助対象経費 補助限度額
耐震診断費用の一部 10 万円
簡易耐震改修工事費用の一部（耐震シェルター等） 100 万円
耐震改修工事費用の一部 200 万円

耐震改修（リフォー
ム）費用の一部

耐震改修工事を行う住宅 30 万円
耐震性を有する住宅又は簡
易耐震改修工事を行う住宅 20 万円

女性に対する暴力を
なくしましょう

　11 月 12 日（水）～ 25 日（火）は「女性に対する暴
力をなくす運動」期間です。期間中は、市役所１階や総合
支所にパープルリボンツリーを設置します。また、新たに
かのやばら園入口にツリーを設置し、パープルリボンのブ
ローチ等を配布するキャンペーン活動も実施します。
　配偶者やパートナー等からの暴力（ＤＶ）、性犯罪、セ
クシャル・ハラスメント、ストーカー行為など、女性に対
する暴力は被害者の人権を著しく侵害するもので、決して
許されません。女性に対する暴力を許さない社会の実現に
向けて、みんなで取り組みましょう。
●�キャンペーン活動
○�日時＝ 11 月 23 日（日）　9:00 ～ 11:00
○�場所＝かのやばら園

問市民課人権・男女共同参画推進係
　TEL 0994-31-1150

お
知
ら
せ

●日時　12 月 14 日（日）　9:00 ～ 12:00
●場所　M

モ リ
ORI オールウェーブスタジアム（平和公園野球場）

●対象者　中学１・２年生　●参加料　無料
●�応募　12 月１日（月）までに連絡

問総合型地域スポーツクラブホームベース
　TEL 090-9599-9334（草

く さ の

野）

募
集

地域全体でレベルアップを目指す
中学生軟式野球合同練習会
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※予定は変更になる場合があります。

お口元気歯
は

ッピー健診を
受けましょう

　今年度 76・78・80 歳の誕生日を迎える後期高齢者医
療の被保険者を対象に、「口

こうくう
腔健診（お口元気歯ッピー健

診）」を実施しています。対象者には受診券（オレンジ色
の封筒）を送付していますので、県内の歯科医療機関へ予
約のうえ受診してください。
●�対象者
○ 76 歳＝昭和 24 年４月１日～昭和 25 年３月 31 日生
○ 78 歳＝昭和 22 年４月１日～昭和 23 年３月 31 日生
○ 80 歳＝昭和 20 年４月１日～昭和 21 年３月 31 日生
●健診期間　令和 8 年１月 31 日（土）　まで
●健診料　無料　※健診期間内に１回のみ

お
知
ら
せ

問鹿児島県後期高齢者医療広域連合業務課
　TEL 099-206-1329

人権の尊重について
考えてみましょう

　12 月４日（木）～ 10 日（水）は「第 77 回人権週間」
です。いじめ、虐待、インターネット上の誹謗中傷など、
一人で悩まずお気軽にご相談ください。大切な人権につい
て、この機会に考えてみましょう。
●お気軽に電話相談ができます
○鹿児島地方法務局鹿屋支局＝ TEL 0994-43-6790
○みんなの人権 110 番＝ TEL 0570-003-110
○こどもの人権 110 番＝ TEL 0120-007-110
※受付時間は平日の 8:30 ～ 17:15
※こどもの人権 110 番以外の通話料は、相談者の負担

お
知
ら
せ

問鹿児島地方法務局鹿屋支局　TEL 0994-43-6790

11/25（火）～12/１（月）
は「犯罪被害者週間」です

　「犯罪被害者週間」は、犯罪被害者等が置かれている状況
や名誉、生活の平穏への配慮の重要性等について、国民の
理解を深めることを目的とするものです。
　犯罪被害に遭うと直接的な被害だけでなく、その後も
様々な困難に直面します。あなたの近くに被害に遭った人
がいたら、その声に耳を傾け、できることを探してみてく
ださい。
○�被害者ホットライン＝ TEL 099-226-0691
※平日 8:30 ～ 17:15
○�かごしま犯罪被害者支援センター＝ TEL 099-226-8341
※火～土曜の 10:00 ～ 16:00（月曜が祝日の時、火曜は休み）

お
知
ら
せ

問県くらし共生協働課　TEL 099-286-2523

鹿児島県の最低賃金が
1,026円に改正されました

　鹿児島県最低賃金が、令和７年11月１日から時間額
「1,026円」に改正されました。
　この最低賃金は臨時、パート、アルバイトなど全ての労
働者に適用され、使用者は最低賃金額以上の賃金を支払わ
なければなりません。
　また、特定の産業の労働者と使用者に適用される特定（産
業別）最低賃金は、高い方の最低賃金額以上の賃金を支払
わなければなりません。

お
知
ら
せ

問鹿児島労働局賃金室　TEL 099-223-8278
　鹿屋労働基準監督署　TEL 0994-43-3385

かのや有機農業セミナー

●日時　12 月 17 日（水）　14:00 ～ 16:00
●場所　どっ菜市場会議室（笠之原町 7517-1）
●�対象者　市内に居住する農業者、又は有機農産物生産者

など
●内容　○ NPO 法人 鹿児島県有機農業協会＝有機 JAS  
　認証制度等について
○一般社団法人 次代の農と食をつくる会＝有機農産物の
　栽培方法について
●定員　50 人　※先着順　●受講料　無料
●�応募　当日までに連絡又は専用フォームから応募

講
座

問市農政課　TEL 0994-31-1183

鹿屋市地域防災リーダー養成
講座・サポーター育成講座

地域防災に取り組む地域防災リーダー・サポーター講座
●日時　12月14日（日）
○地域防災リーダー＝９:30 ～ 16:30
○地域防災サポーター＝９:30 ～ 12:30
●場所　市役所７階大会議室
●定員　30人程度　※先着順
●受講料　無料
●�応募　12月５日（金）までに申込書を市安全安心課又は

総合支所住民サービス課に提出、もしくは専用フォーム
から応募

※申込書は市安全安心課、総合支所、市ホームページに有り

講
座

問市安全安心課
　TEL 0994-31-1124　FAX 0994-43-2001
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※�郵送・FAX 等での応募等が可能な場合は、各情報の下段に宛先を記載しています。

肝属地区環境ふれあい館
後期講座

●日時・講座名・応募期限

●場所　肝属地区環境ふれあい館
●定員　10 人　※ No.2・9 は 15 人、No.6 は１人
●受講料　無料　※№ 7 は材料費（400 円）が必要
●�応募　応募期限までに連絡又は来館、もしくは希望講座

名 • 氏名 • 住所 • 電話番号を記入した用紙（任意様式）
を FAX

講
座

問肝属地区環境ふれあい館
　TEL 0994-62-8101　FAX 0994-62-8102

№ 期日 時間 講座名 応募期限

1 12/  6（土）
12/  7（日）

9:30
～

15:30

ジ ー ン ズ の 端 切 れ を
使って「ちいさな Xmas
ツリー作り」

当日受付

2 1/21（水）
9:30
～

15:00
ミシン解放 DAY

12/26（金）

3 1/23（金）
1/30（金）

10:00
～

12:00

古着をリメイク
「三日月バッグ」
（２回講座）

4 1/24（土）
1/25（日）

9:30
～

15:30
端切れで作るひな人形 当日受付

5 2/  5（木）
9:30
～

15:00
布ぞうり作り

1/23（金）

6 2/14（土）
10:00

～
12:00

自転車パンク修理

7 2/15（日） 生ゴミを堆肥に変える
EM ぼかし作り

8 2/18（水）
2/25（水）

着物の胴裏で編み物リメ
イク「ふわふわストール」

9 2/27（金）
9:00
～

15:00
ミシン解放 DAY

勤労者交流センター
「冬☆特集講座」

●日時等　※各講座２時間程度

●場所　市勤労者交流センター
●対象者　市内在住又は在勤の人　※学生は除く
●�応募　12 月３日（水）までに来館 • 連絡又は必要事項

を書いた用紙を提出もしくは専用フォームから応募

講
座

問市勤労者交流センター　TEL•FAX 0994-44-9088
　kinrokoryu@city.kanoya.lg.jp

№ 期日 開始
時間 内容 材料費

（円）
1 12/ 5（金）   9:30 伝統のおせち料理作り 3,000

２ 9（火） 19:00 クラフトバンドでお正月のし
め縄飾り作り 1,000

３ 10（水） 10:00 クリスマスのスノードーム作り 1,300

４ 11（木） 19:00 光あふれるサンキャッチャー
作り 1,200

５ 12（金） 10:00 カラーセラピーで自分診断 100

６ 16（火） 19:00 キャンドル作りと防災食につ
いて 500

７ 17（水） 10:00 手打ちでおそば作り（朝） 1,000
８ 17（水） 13:30 手打ちでおそば作り（昼） 1,000

９ 18（木） 10:00 クリスマスのお菓子～ツリー
マフィン～ 2,500

10 19（金） 10:00 こけ玉でお正月飾り 1,000
11 19（金） 19:00 美しく健康にベリーダンス ー

令和７年度
鹿屋市人権問題講演会

●日時　12 月６日（土）　10:00 ～ 12:00
●場所　市文化会館
●対象者　市内在住の人
●�講師　宮

み や つ
津 航

こういち
一 氏（熊本県立大学４年、ふるさと元気

子ども食堂 代表）
●演題　「こうのとりのゆりかご」から始まる第２の人生
●受講料　無料
●�応募　11 月 28 日（金）までに連絡又は専用フォーム

から応募
※�未就学児（満２歳から６歳）の託児を希望する人は 11

月 28 日までに要予約

講
座

問市生涯学習課　TEL 0994-31-1138

女性応援セミナー
&ランチ交流会

●日時　12 月７日（日）　10:00 ～ 14:00
●場所　リナシティかのや１階 R

リ ナ
INA B

ベ ー ス
ASE ＋

プラス

●対象者　市内に在住・在勤・在学する女性
●講師　高

たかさき
﨑 恵

めぐみ
 氏（アサーティブネス・トレーナー）、

　松
まつさき

﨑 陽
よ う こ

子 氏（２級キャリアコンサルティング技能士）
●内容　①自分も相手も大切にするコミュニケーション講座
②市内で活躍するロールモデルによるトークセッション
●定員　20 人　※先着順
●受講料　無料　※昼食代は別途必要になります
●�応募　12 月１日（月）までに申込書を提出又は専用

フォームから応募　※申込書は市ホームページに掲載

講
座

問市民課人権・男女共同参画推進係
　TEL 0994-31-1150　FAX 0994-31-1170
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※予定は変更になる場合があります。

かのやオーケストラ
第23回定期演奏会

●日時　12 月７日（日）　14:00 ～
●場所　市文化会館
●�曲目　ベートーヴェン 交響曲第７番イ長調 op.92、
　�ピアノ協奏曲第５番変ホ長調 op.73「皇帝」、大隅賛歌 

～私の大隅半島（作曲：久
く ぼ

保 禎
ただし

、作詞：郷
ごうはら

原 茂
し げ き

樹）
●入場料
○ S 席（指定席）＝ 500 円
○ A 席（自由席）＝無料
※未就学児を連れている人は親子鑑賞室をご利用ください
●�販売所　リナシティかのや３階売店
※「teket」から電子チケット購入可

イ
ベ
ン
ト

問かのやオーケストラ　TEL 090-7985-3256（田中）

音Y
ゆ ず り

UZURI
C

コ ン サ ー ト

oncert Vol.5
●日時　12 月 20 日（土）　14:00 ～
●場所　市文化会館
●入場料
○中学生以上＝ 1,000 円
○小学生以下＝ 500 円
※３歳未満入場不可
※当日券は 500 円増し
●�販売所　リナシティかのや３階売店、音 YUZURI 事務

所（札元１丁目 11-21）、マドリッドカフェ（寿７丁目
5-13）

イ
ベ
ン
ト

問音楽支援ネットワークグループ「音 YUZURI」
　TEL 090-9792-5809（宮

み や う ち

内）

星の王子さま
～芸術家たちがおくる物語～

●日時　12 月 24 日（水）　19:00 ～
●場所　リナシティかのや
●�内容　音楽家・ダンサー・朗読家が集結し、異なるジャ

ンルの融合で創りだす物語の舞台
○１部＝チャイコフスキー／くるみ割り人形よりハイライト
○２部＝星の王子さま～芸術家たちがおくる物語～
●入場料
○一般＝ 2,000 円　○一般ペア＝ 3,000 円
○高校生以下＝ 1,000 円　※当日券は 500 円増し
●�販売所　リナシティかのや３階売店
※「teket」から電子チケット購入可

イ
ベ
ン
ト

問鹿屋市音楽家支援ネットワーク　T
ト イ
OY B

ボ ッ ク ス
OX

　TEL 090-3013-1673（黒
く ろ き

木）

認知症オレンジフェスタ
in かのや

●日時　12 月６日（土）　10:00 ～ 15:30
●場所　リナシティかのや２階　●�参加料　無料
●�内容　※№１は定員 60 人、№２は定員４人

●申込　№ 1・2 は 11 月 25 日（火）～ 12 月５日（金）
　（土・日・祝除く、９～16時）に連絡　※定員に達し次第、受付終了

イ
ベ
ン
ト

問メンタルホスピタル鹿屋認知症支援室
　TEL 080-2663-4724

№ 時間 内容
1 10:30 ～ 12:10 DVD鑑賞会「父と僕の終わらない歌」
2 13:30 ～ 15:00 専門医による「もの忘れ相談会」

3 10:00 ～ 15:00 ・VR認知症体験　・脳の健康度セルフチェック
・認知症に関する情報コーナー　・福祉相談

4 12:00 ～ 12:30 カンパチロウと写真撮影会
5 14:00 ～ 15:30 認知症研修会「口腔ケアと認知症のお話」

リナシティかのや
情報プラザ講座

●講座名等

●場所　リナシティかのや１階ミーティングルーム
●定員　各６人
●受講料　〇№1＝1,000円　〇№２＝2,000円
●応募　開講日の２週間前までには書面を提出又は来所

講
座

問リナシティかのや情報プラザ　TEL 0994-35-1002
　〒 893-0009 鹿屋市大手町 1-1　FAX 0994-43-0744

№ 講座名 期日 時間

1 初めてのパソコン
文字入力９ 12/15（月） 13：30

～

16：302 ワード
初心者講座３ 12/16（火）・17（水）

大隅地域合同企業説明会

●日時　12 月 17 日（水）　9:30 ～ 12:00、13:00 ～　
　16:00
●場所　串良平和アリーナ
●�対象者　大隅地域の企業に興味がある人（高校生、短大

生、大学生、専修学校生、一般求職者、UIJ ターン希望
者及びそれらの保護者　など）

●参加企業数　108 社（予定）
●�参加料　無料
※事前申込不要、入退場・服装自由
※オンライン参加も可（大隅地域振興局ホームページから
　要申込）

イ
ベ
ン
ト

問市商工振興課　TEL 0994-31-1164

▲申込フォーム
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ROSE CITY KANOYA

ばら部門  グランプリ  『魅惑』
山
やまもと

本 栄
え い こ

子 さん（霧島市）

2025

き
り
こ
う
部
門  

グ
ラ
ン
プ
リ

『
星
空
の
記
憶
』

園そ
の
だ田 

美み
さ
き咲 

さ
ん（
霧
島
市
）

◀�その他の作品は
コチラ

ばら部門  準グランプリ  『おとぎの国へ』
中
な か の

野 博
ひ ろ し

志 さん（鹿屋市）

きりこう部門 準グランプリ  『雪だるま』
安
あんらく

樂 弘
ひ ろ し

司 さん（鹿屋市）

かのやのいいところ部門  グランプリ 
『人生と共にある海』
黒
く ろ き

木 陽
ようすけ

介 さん（霧島市）

　今年は市制施行20周年を記念して本市在住の応募
者の中から選出する「KANOYeah!市民賞」を新設した
フォトコンテスト。写真家の浅

あ さ い
井愼

しん
平
ぺい

さんによる審査
の結果、入賞作品を決定しました。
問市ふるさとPR課霧島ヶ丘公園管理事務所

TEL 0994-40-2170

KANOYeah!市民賞  『驀
ばくしん

進』
松
ま つ お

尾 彰
あきふみ

文 さん（鹿屋市）

ば
ら
の
ま
ち
か
の
や

ば
ら
の
ま
ち
か
の
や

  

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

かのやのいいところ部門  準グランプリ 
『落ち葉の散歩道』
本
もとむら

村 智
さとし

 さん（伊佐市）
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ROSE CITY KANOYA
◀大隅広域図書館
　ネットワークホームページ
　（蔵書の検索や予約）

◀移動図書館車
　「ほたる号」
　（巡回コース）

鹿屋市医師会　　　　　　  診療時間 9:00 ～ 17:00
月　日 医 療 機 関 住　所 TEL（0994）

11月23日
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

24日
 みやぞのクリニック 田崎町 40-4600
 えとう小児科 札元２丁目 40-3700
 鮫島整形外科医院 寿１丁目 43-2535

30日
 浜崎クリニック 向江町 43-3305
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 44-1119

12月 7日
 園田クリニック 旭原町 43-8181
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

14日
 鹿屋ハートセンター 札元２丁目 41-8100
 やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

21日
 前田内科 本町 42-2175
 まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
 検見崎クリニック 西原１丁目 43-2991

肝属東部医師会　　　　 　 診療時間 9:00 ～ 17:00
月　日 医 療 機 関 住　所 TEL（0994）

11月23日 内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521
30日 春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170

12月 7日 小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
14日 花田整形外科・リウマチ科医院 串良町有里 63-1379
21日 山内クリニック 肝付町前田 65-8181

　大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　TEL 0994-43-0119

平日／午後５時から夜間救急当番医を案内

※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。

休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

鹿屋市歯科医師会　　　　  診療時間 9:00 ～ 15:00
月　日 医 療 機 関 住　所 TEL（0994）

11月23日 ひらたデンタルクリニック 札元１丁目 45-4929
24日 水口歯科医院 寿２丁目 43-4635
30日 あおぞら歯科 西原１丁目 36-5688

12月 7日 中野歯科医院 共栄町 41-7455
14日 かのや歯科・矯正歯科クリニック 旭原町 45-7837
21日 あさい歯科 笠之原町 41-5100

きのこってなんだろう？

◀大隅広域図書館
　ネットワークホームページ
　（蔵書の検索や予約）

◀移動図書館車
　「ほたる号」
　（巡回コース）

著　者 / 小
こばやし

林 路
み ち こ

子
出版社 / 福音館書店
不思議な存在「きのこ」。日本の菌
類学の第一人者が描く、「きのこっ
てなんだろう？」という疑問を解決
してくれる絵本。
問市立図書館
　TEL 0994-43-9380

白
は く ろ

鷺立つ

著　者 / 住
す み だ

田 祐
さち

出版社 / 文藝春秋
天明飢饉の傷痕が残る比叡山延暦寺
を舞台に、失敗すれば死を意味する
仏道修行「千

せんにちかいほう

日回峰行
ぎょう

」に挑む二人
の僧侶、恃

じしょう

照と戒
かいえん

閻の物語。
問輝北総合支所図書室
　TEL 099-486-1196

殺し屋の営業術

著　者 / 野
の み や

宮 有
ゆう

出版社 / 講談社
凄腕営業マンが刺殺体を発見したこ
とで、殺し屋に口封じとして殺され
そうになるが…。前代未聞の「命が
けの営業」が始まる。
問吾平振興会館図書室
　TEL 0994-58-6036

ぎょうざが となりに ひっこし
てきました
著　者 / 玉

た ま だ
田 美

み ち こ
知子

出版社 / 講談社
隣の家にぎょうざさんが引っ越して
きた。だけど、ある時からぎょうざ
さんの姿を見かけなくなり…。ぎょ
うざ愛たっぷりの絵本。
問串良公民館図書室
　TEL 0994-63-5030

11月・12月

※�休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は変更になることが

  あります。各医療機関にご確認のうえ受診してください。
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Vol.8

輝北中学校 生徒会
学校生活をよりよいものに

▲子どもサミットでの様子

鹿屋市子どもサミット
実行委員長 
山
やま

尾
お

 南
な

月
つき

 さん （3年生）

　

輝
北
中
の
生
徒
会
は
、
会
長
・
副

会
長
が
属
す
る
本
部
と
文
化
・
保
体
・

学
習
・
生
活
環
境
の
４
つ
の
専
門
部

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
に
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
や
募
金
活
動

な
ど
、
生
徒
が
学
校
生
活
を
楽
し
く

過
ご
せ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
７
月
31
日
に
行
わ
れ
た

「
鹿
屋
市
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、

市
内
小
中
学
校
の
代
表
と
し
て
実
行

委
員
長
を
務
め
、
い
じ
め
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に「
い
じ
め
ゼ
ロ
宣
言
」

を
採
択
し
ま
し
た
。
11
月
で
生
徒
会

の
役
員
は
交
代
に
な
り
ま
す
が
、
今

後
も
輝
北
中
の

生
徒
が
充
実
し

た
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
後

輩
た
ち
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
た

い
で
す
。

生徒会長

丸
まるやま

山 愛
あい

 さん （3年生）

輝
北
に
そ
び
え
る

西
原
城
跡

　

輝
北
総
合
支
所
前
に
あ
る
国
道

５
０
４
号
線
と
県
道
72
号
線
の
交
差

点
の
北
側
に
城
跡
へ
の
道
が
あ
り
、

こ
れ
に
従
い
坂
道
を
登
っ
て
い
く
と

「
西
原
城
跡
（
城
山
公
園
）」
に
辿
り

着
き
ま
す
。

　

肝
付
氏
の
一
族
で
あ
る
図
師
家
が

二
十
代
・
４
３
４
年
間
も
居
城
し
た

地
で
あ
り
、
高
山
の
本
城
（
肝
付
氏

の
居
城
）
と
連
絡
を
と
り
、
島
津
勢

や
外
敵
の
襲
来
を
監
視
し
、
万
一
の

時
は
狼の

ろ

し煙
を
あ
げ
て
高
山
の
本
城
へ

知
ら
せ
る
肝
付
北
辺
の
監
視
城
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

図
師
家
は
、
養
和
元
年
（
一
一
八
一

年
）
か
ら
元
和
元
年
（
一
六
一
五
年
）

ま
で
百
引
を
支
配
し
ま
し
た
が
、
後

に
島
津
氏
に
帰
服
し
ま
し
た
。
築
城

者
・
年
代
は
不
明
で
あ
り
、
図
師
氏

の
先
祖
か
肝
付
氏
の
武
将
が
築
城
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
10
年
に
勃
発
し
た
西
南
戦

争
の
際
は
、
明
治
政
府
軍
（
官
軍
）

が
こ
こ
に
陣
地
を
敷
き
、
西
郷
隆

盛
を
総
大
将
と
す
る
西
郷
軍
（
薩
摩

軍
）
と
激
闘
を
交
え
ま
し
た
。
本
営

を
高
須
に
置
き
高
隈
に
向
か
っ
た
官

軍
と
、
こ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た

鹿
屋
・
高
隈
・
百
引
の
諸
郷
士
か
ら

な
る
薩
摩
軍
が
高
隈
で
遭
遇
。
戦
闘

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
圧
倒
的
な

戦
力
を
誇
る
官
軍
を
前
に
薩
摩
軍
は

壊
滅
し
、
官
軍
が
百
引
ま
で
進
軍
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
薩
摩
軍
は
、
西
原

城
に
陣
地
を
敷
い
て
い
た
官
軍
を
襲

撃
。
武
器
・
弾
薬
と
も
に
不
足
し
、

刀
と
小
銃
だ
け
の
戦
い
で
し
た
が
、

四
方
八
方
か
ら
の
奇
襲
に
、
土
地
勘

の
な
い
官
軍
は
狼
狽
、大
敗
を
喫
し
、

敗
走
し
ま
し
た
。

　

こ
の
百
引
の
戦
い
で
は
、
薩
摩
軍

が
負
傷
者
10
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、

官
軍
は
95
人
の
死
傷
者
を
出
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
官
軍
が
完
膚
な
き

ま
で
に
大
敗
し
た
の
は
、
ほ
と
ん
ど

例
が
な
く
、
連
戦
連
勝
で
お
ご
り
が

生
じ
、
油
断
し
て
い
た
こ
と
が
原
因

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

第８路

▲�現在の西原城跡地の様子。

▲�公園内には、図師家
の墓から移転安置さ
れた古石塔群があり
ます。
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皆さんからの皆さんからの

メッセージを募集メッセージを募集

　広報誌への感想のほか、市への

ご意見など多くの情報を、郵送又

は二次元コードのご意見フォーム

からお寄せください。

　ご意見の中から抽せんで特産品

等をプレゼントします。たくさん

のご応募お待ちしています！

※�掲載時に原稿の一部を手直しする

場合もあります。

８ １

鹿屋市共栄町２０-１

鹿屋市 政策推進課

広報KANOYA「読者のひろば」係 行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢

歳

要　・　不要

プレゼント

№470

クイズの答え

85円切手を

お貼りください

POST CARD９ ３ ８ ５ ０

市制施行20周年シリーズ④市制施行20周年シリーズ④
国道220号「古江バイパス」開通国道220号「古江バイパス」開通

　平成20年３月の部分開通時には、 鹿屋

体育大学で開通式典が実施された後に、

古江バイパスで通り初めが行われました。

12月６日（土） の全線開通時にも同イベン

トが行われるほか、 １１月30日（日）に開通

記念イベントを行う

予定です。

垂水市新城

鹿屋市役所

　

12
月
６
日
（
土
）
16
時
か
ら
国
道
「
古
江

バ
イ
パ
ス
」
が
全
線
開
通
と
な
り
ま
す
。

す
で
に
開
通
し
て
い
る
古
里
町
交
差
点
か

ら
ま
さ
か
り
交
差
点
ま
で
の
延
長
５
．
２

㎞
に
接
続
す
る
形
で
、
一
里
山
交
差
点
か

ら
古
里
町
交
差
点
ま
で
の
延
長
２
．
３
㎞

が
開
通
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
更
な
る
交

通
混
雑
の
緩
和
等
が
予
想
さ
れ
、
交
通
事

故
の
減
少
や
歩
行
者
の
安
全
性
向
上
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
６
日
（
土
）
の
全
線
開
通

に
合
わ
せ
て
開
通
式
典
や
通
り
初
め
が

行
わ
れ
る
ほ
か
、
11
月
30
日
（
日
）
に
は
、

開
通
を
記
念
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
18
年
に
鹿
屋
市
・
輝
北
町
・
串
良

町
・
吾
平
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
本
市

は
、
令
和
８
年
１
月
１
日
に
市
制
施
行
20

周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
本
市
の
20
年

の
歩
み
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
ま
す
。

国
道
２
２
０
号

「
古
江
バ
イ
パ
ス
」が
部
分
開
通

平成20年　

国
道
２
２
０
号
「
古
江
バ
イ
パ
ス
」
は
、

白
水
町
か
ら
垂
水
市
新
城
の
交
通
混
雑
の

緩
和
や
交
通
安
全
の
確
保
を
目
的
と
し
た

延
長
約
７
．
５
㎞
の
道
路
で
す
。
平
成
元

年
度
に
事
業
化
し
、
平
成
13
年
度
か
ら
工

事
に
着
手
。
平
成
20
年
３
月
に
花
岡
町
か

ら
垂
水
市
新
城
の
延
長
３
．
９
㎞
、
平
成

23
年
３
月
に
は
古
里
町
か
ら
花
岡
町
の
延

長
１
．
３
㎞
が
部
分
開
通
し
ま
し
た
。

　

部
分
開
通
以
前
は
、
国
道
２
２
０
号
の

古
江
坂
に
交
通
が
集
中
し
て
お
り
、
急
こ

う
配
で
カ
ー
ブ
が
連
続
す
る
こ
と
か
ら
、

走
行
性
が
悪
く
事
故
が
頻
発
し
て
い
ま
し

た
。
古
江
バ
イ
パ
ス
が
順
次
開
通
し
た
こ

と
に
よ
り
、
一
里
山
交
差
点
か
ら
ま
さ
か
り

交
差
点
の
死
傷
事
故
件
数
は
平
成
18
年
と

比
較
す
る
と
、
約
７
割
減
少
し
て
い
ま
す
。

つ
い
に
全
線
開
通
！

▲ご意見フォーム



ご協力ありがとうございました。

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽せん・賞品（賞品引換券）の

発送・アンケート統計以外の目的で使用することはございません。

お便り＆メッセージ
編　集　後　記

✂キリトリ線

読
者
の
ひ
ろ
ば

読
者
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
お
便
り
の
中
か
ら
、

ご
意
見
や
情
報
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

市 町が合併して20年。式典で

使用するため、20年間の写

真を振り返ったりしましたが、改め

て写真や動画を記録として残すこ

との大切さを感じました。（牧野）

制 限があることは窮屈と感じま

すが、みんなで楽しむために

は、そのルールがあってこそです。

子どもたちにはしっかりと理解して

もらいたいです。（新牛込）

施 術されにマッサージに行くの

が好きで、毎月からだの疲れ

をとりに行きます。これから年末に

向けて忙しくなりますね。皆さんも

どうぞご自愛ください。（平生）

行 事があるたびに、すぐにどこ

の主催で何をしているのか、

どれほど人が集まっているのかと

調べてしまう職業病にかかってし

まったと考える最近です。（麓）

４
月
に
鹿
屋
市
民
に
な
り
、
11
月

に
出
産
予
定
で
す
。
引
っ
越
し

て
き
て
知
り
合
い
も
少
な
い
中
、
鹿
屋

市
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。
普
段
、
買

い
物
や
散
歩
を
し
て
い
る
と
多
く
の
方

が
出
産
に
向
け
て
励
ま
し
の
言
葉
を
か

け
て
く
だ
さ
っ
た
り
店
員
さ
ん
が
荷
物

を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
り
…
と
て
も
あ

た
た
か
い
ま
ち
だ
な
〜
と
感
じ
ま
す
。

初
め
て
の
育
児
を
鹿
屋
で
で
き
る
こ
と

が
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
！
（
Ｍ
・

Ｋ
さ
ん
）

　

新
し
い
ご
家
族
が
増
え
る
と
の
こ

と
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
赤

ち
ゃ
ん
に
会
え
る
の
が
待
ち
遠
し
い
で

す
ね
。
ま
た
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
お
子

さ
ん
の
成
長
や
子
育
て
の
悩
み
な
ど
は

市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
経
験
で
不

安
な
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
お

身
体
に
は
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。
母
子
と
も
に
無
事
な
ご
出
産
を

お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

夜
の
家
事
が
落
ち
着
い
た
後
、

ゆ
っ
く
り
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
「
広
報
か
の
や
」
を
読
む
時
間
が

毎
月
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前

回
の
看
護
学
生
さ
ん
の
記
事
で
は
、
皆

さ
ん
が
キ
ラ
キ
ラ
し
た
瞳
で
こ
れ
か
ら

目
指
す
看
護
師
像
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。
約
30
年
前
、
自
分
も
こ
ん
な
だ
っ

た
か
な
？
あ
の
時
の
志
を
今
忘
れ
て
は

い
な
い
か
？
と
改
め
て
振
り
返
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
人
命
を
預
か
る

仕
事
で
あ
り
、
常
に
緊
張
感
と
責
任
感

を
抱
え
て
の
毎
日
で
す
。
賃
金
な
ど
も

含
め
働
く
環
境
の
改
善
が
な
さ
れ
、
鹿

屋
市
で
働
く
看
護
師
の
仲
間
が
一
人
で

も
多
く
増
え
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。（
あ

ま
な
っ
と
う
さ
ん
）

　

看
護
師
の
労
働
環
境
は
人
手
不
足

と
、
そ
れ
に
伴
う
業
務
負
担
の
増
加
が

主
な
課
題
で
す
。
鹿
屋
看
護
専
門
学
校

で
は
、
地
域
医
療
を
支
え
る
総
合
的
な

教
育
を
提
供
し
て
お
り
、
多
く
の
看
護

師
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
同
校
で
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
看
護
師
と
し
て

活
躍
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

母
が
高
齢
者
住
宅
に
住
ん
で
い
る

の
で
、
月
に
２
回
ほ
ど
鹿
屋
市

に
行
き
ま
す
。
母
の
体
調
の
良
い
時
は

ば
ら
園
に
行
っ
た
り
、
か
ん
ぱ
ち
を
食

べ
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
先
日

は
市
役
所
の
食
堂
で
ラ
ン
チ
を
し
ま
し

た
。
量
も
ち
ょ
う
ど
よ
く「
美
味
し
い
」

と
繰
り
返
し
言
っ
て
い
た
母
の
た
め
に

も
、
ま
た
市
役
所
の
食
堂
に
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
Ｒ
・
Ｎ
さ
ん
）

　

お
母
様
と
の
面
会
の
大
切
な
時
間
で

本
市
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
訪
れ
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
役
所
の
地
下
１
階
に
あ
る
食
堂

は
、
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
と
だ
っ
き
し
ょ
豆
腐

で
有
名
な
北
田
町
に
あ
る
小
松
食
堂
さ

ん
が
令
和
２
年
11
月
か
ら
営
業
し
て
い

ま
す
。
営
業
時
間
は
11
時
か
ら
14
時
、

休
み
は
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
で
、

職
員
だ
け
で
な
く
一
般
の
人
の
ご
利
用

も
多
い
で
す
。
ま
た
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

10 月 13 日、 市保健相談センターで

「大腸がん講演会」 が行われました。

市では、 健康づくりの一環として毎

年がん予防講演会を開催しています。

大腸がん講演会大腸がん講演会

フォトネタ !フォトネタ !



　広告のひろばは、 各事業所の広告を掲載することで、 市民の皆さんへの情報提供

を目的としています。 また、 市の自主財源確保の一環として行っています。

　広告に関するお問い合わせは、 印刷会社、 市政策推進課にお問い合わせください。

㈱新生社印刷
☎0994-43-2238

広告 のひろば
毎月約40,000部を発行する　　　　　　　　　　に広告を掲載しませんか‼広報かのや広報かのや

（　　　　　　　  ）
いけのうえ
学生服・セーラー服の

市内各小・中学校標準服取扱店

小学生・中学生制服の
採寸特価セール実施中！！
お早めにご来店ください。
鹿屋東中、鹿屋中、高隈中

田崎中、第一鹿屋中
 学生服取扱いしております。

©2007 TOMY

㈲池之上百貨店
鹿屋市向江町８-３
☎ 42-2191
      0120-80-7777

地図 TEL 0986-77-9092
農機具高価買取専門店

ことをことを
目指して目指して!!!!

〒899-8608 曽於市末吉町南之郷
携帯：080-3375-9750
https://kaitorimiyazaki.jimdo.com

古物商許可 第951040015111号

　広報誌を見て、ご連絡くださった方へ粗品又は買取額10％UPいたします。

見積り
無料 どこでも

駆け付けます！

古くても、古くても、
壊れてても、壊れてても、
不動車でも不動車でも

どこよりもどこよりも高高くく
買買いい取取るる

トラクタートラクター・重機・・重機・トラックトラック・・農機具農機具
インスタグラムインスタグラム
 始めました！ 始めました！

LINE 査定できます！

家族葬は花岡

（例：22万円プランを17万円プランより）
※価格は税込表示

５５万円引き万円引き
葬儀プランから

たびだち会（お得な会員）
入会 5,000円

ご相談・
お問い合わせ

電話0994−31−8444
鹿屋市古里町533（花岡学園前） HP：hanaokasousai.com

広告価格で葬儀代足りるの？
実は足りません。

他に費用がかかります。
だからこそ事前相談・会員制度の

活用をお勧めします。

― 事前相談お越しください ―

一般社団法人
シニアサポート

ご利用者様の家族の代わりとして
将来的に安心して生活できるようサポートいたします。
・身 元 保 証 支 援　入院、施設入居等の保証人
・日 常 生 活 支 援　買い物、通院同席など
・も し も の 時 支 援　緊急入院など
・葬送／死後事務支援　葬儀、納骨手配、後手続き
・金銭管理法律支援　弁護士・司法書士と管理します

資料請求と個別相談はこちら
お問合せ　9：00～17：00

0120-294-184
鹿児島県鹿屋市旭原町3589-4（上村葬祭）

鹿児島県鹿屋市札元１－22－34　
TEL 0994（43）2238（代）
URL https://www.shinsei-p.co.jp
E-MAIL kan@shinsei-p.co.jp

鹿児島県鹿屋市札元１－22－34　
TEL 0994（43）2238（代）
URL https://www.shinsei-p.co.jp
E-MAIL kan@shinsei-p.co.jp

モノクロの他、
カラーのデザインも
ご用意しております。

ご注文はお早めに
※�喪中はがきは12月上旬
までに出されることを
お勧め致します。

承ります
月

日
に

が

才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
七
年

　
　
　
月茲

に
本
年
中
の
ご
芳
情
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

明
年
も
一
層
の
ご
交
誼
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
七
年

　
　
　
月

喪中はがき

★サンプル以外のデザインも多数取り揃えております★
★お年玉付年賀はがきは当社でもご用意できます★

年賀状は、年賀状は、年末(2025年12月19日頃)年末(2025年12月19日頃)まで受け付け まで受け付け 
ております。お気軽にお問い合わせください。ております。お気軽にお問い合わせください。

承ります承ります
年賀状印刷年賀状印刷

年賀状の準備は
お済みですか？

鹿児島県鹿屋市札元１－22－34　
TEL 0994（43）2238（代）
URL https://www.shinsei-p.co.jp
E-MAIL kan@shinsei-p.co.jp

絆絆をつなぐ、をつなぐ、新年新年ののご挨拶ご挨拶に。に。
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リナシティかのやの「リナシアター」で映画を見よう！

RRena ena TTheaterheater

特別割引券

KANOYA CITY PUBLIC RELATIONS  

広
報
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の

や
広
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か

の
や

※18 歳未満の方は、終映が 19
　時を過ぎる回には必ず保護者
　同伴のうえ、ご入場ください。

上映中～1/29上映中～1/29㊍㊍

ーー MM
ム ー ビ ーム ー ビ ー

OVIEOVIE でかのや ーでかのや ー
動画で見る広報かのや動画で見る広報かのや
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　   鑑賞料
 一般／1,900円

 大学生／1,500円

 高校生以下／1,000円

 60歳以上／1,300円

　   上映時間（155分）

　①10時～　②13時～

　③16時～　④19時～

© 吾峠呼世晴／集英社・アニプレックス・ufotable

令
和

７
年

11月
19日

発
行

　
 （

毎
月

第
３

水
曜

日
発

行
）

※上映期間・時間・鑑賞料は変更する場合があります。
※特別割引券は、1 枚につきお１人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

問リナシティかのや TEL 0994-35-1001

クイズ！

鬼
き

滅
めつ

の刃／無限城編 第一章 猗
あ か ざ

窩座再来 （PG12）

　鬼になった妹を人間に戻す
ため鬼狩りの組織「鬼

き

殺
さつ

隊
たい

」に
入隊した竈

かま

門
ど

炭
たん

治
じ

郎
ろう

。彼は鬼
殺隊の仲間たちと共に謎の空
間へと落とされてしまう。炭
治郎たちが落下した先、それ
は鬼の根城「無限城」。鬼殺隊
と鬼の最終決戦の火蓋が切っ
て落とされる。

割引券をお持ちの人は
300円（高校生以下は
200円）を割引します。
※60歳以上の人は割
　引対象外です。

鬼滅の刃／無限城編
第一章 猗窩座再来

市税は
納期内に納めましょう‼

〇固定資産税・都市計画税（第４期）
○国民健康保険税（第５期）
○後期高齢者医療保険料（第５期）
○介護保険料（第５期）
　納期限 12 月１日（月）
○国民健康保険税（第６期）
○後期高齢者医療保険料（第６期）
○介護保険料（第６期）
　納期限 12 月 25 日（木）

【応募方法】29･30 ページのはがき又はご意見フォームに、
クイズの答えと、「読者のひろば」へのお便りをお寄せく
ださい。応募者の中から抽せんで３名様にプレゼントし
ます。なお、当せん者の発表は、賞品引換券の発送をもっ
て代えさせていただきます。（10 月 15 日号の答え：実施）

応募期限応募期限
12/16 ㊋12/16 ㊋

プレゼント提供　 株式会社 ハヤシプレゼント提供　 株式会社 ハヤシ

「 本格芋焼酎 「 本格芋焼酎 oo
お い わ いお い わ い

iwaiiwai×よかげんセット×よかげんセット
（各720ml ）」（各720ml ）」×３名様×３名様

　㈱ハヤシの自社農園で栽培されたサツマイモを活用したオ
リジナル焼酎セット。熟成させた紅はるかを原料にすっきり
とした飲みやすさを求めた「oiwai」、安納芋を原料に河内源一
郎商店の最高級黒麹「黒麹菌ゴールド」を使用した「よかげん」
のセットを３名様にプレゼントします。

Ｑ. 11月24日（月・祝）からオープンする本市の
　  新たな運動施設は？

　「鹿屋市○○運動公園 」
　※○○に入る２文字の答えは、この広報誌のどこかにあります。

　平成18年１月１日に１市３町が
合併し、現在の鹿屋市が誕生して
20年の時が流れました。10月18日
に行われた「鹿屋市制施行20周年記
念式典」のオープニングで流れた20
年間の歩みを振り返る記念動画と当
日の様子をご紹介します。

鹿屋市制施行20周年記念動画鹿屋市制施行20周年記念動画

今月の今月の

プレゼント
！

プレゼント
！

This Month's Gift


